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荻窪法人会は荻窪税務署管内の

法人企業の有志が集う会です。

法人会は“よき経営者をめざす

ものの団体”がスローガンですが

“ 地 域に 根ざした社会 貢 献 ”

に も 力 を 注 い で い ま す 。

この 荻 窪 法 人会の広 報 誌 は

どなたでも無料購読できます。

荻窪法人会ホームページ www.ogikubohojinkai.jp

よき 経 営 者をめざ すもの の 団 体
東 法 連 提 唱「 社 会 貢 献 」一人ひとりの 力は 小さくても、みん なの自覚をもって一人ひとつできることから
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よき経営者をめざすものの団体  それが法人会です
正しい税知識を身につけたい。もっと積極的な経営をめざしたい。社会のお役に立ちたい。そんな経営者
の皆さんを支援する全国組織、それが法人会です。現在、約90万社の会員企業、41都道県に442の単
位会を擁する団体として大きく発展しています。あなたに近く、社会と広く。どこまでも人を中心に、さま
ざまな活動を展開する法人会。税のオピニオンリーダーとしての貢献はもとより、会員の研鑽を支援する各
種の研修会、また地域振興やボランティアなど地域に密着した活動を積極的に行っています。健全な納税
者の団体、よき経営者をめざすものの団体…これが法人会です。

3　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
繁

栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
は
、
組
織
委
員
会
の
諸
活
動
に
対

し
、
会
員
皆
様
を
は
じ
め
、
役
員
、
組
織

委
員
の
皆
様
方
に
は
、
多
大
な
ご
支
援
ご

協
力
を
頂
き
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

お
陰
様
で
、
前
年
度
と
同
様
な
成
果
を

上
げ
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
東
京
法
人
会

連
合
会
6
年
連
続
加
入
率
第
2
位
は
達
成

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
毎
年
第
3
位
の
向

島
法
人
会
が
昨
年
度
、
公
益
法
人
化
し
た

関
係
で
、
加
入
率
が
増
大
し
た
結
果
で
す
。

荻
窪
法
人
会
も
今
年
度
よ
り
公
益
社
団

法
人
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
ま
で
以
上
に

会
員
増
大
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

公
益
法
人
化
後
は
、
今
ま
で
同
様
に
法

人
格
は
も
ち
ろ
ん
、
個
人
事
業
主
、
個
人

も
入
会
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
法
人

以
外
は
、
総
会
で
の
議
決
権
は
有
り
ま
せ

ん
が
、
法
人
格
同
様
に
研
修
会
、
行
事
等

に
大
い
に
参
加
出
来
ま
す
。
ま
た
、
税
理

士
先
生
、
弁
護
士
先
生
、
医
療
関
係
、
各

飲
食
関
係
等
の
構
成
が
多
く
な
り
、
人
脈

拡
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。
会
費
等
は

若
干
違
い
ま
す
の
で
事
務
局
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

各
会
員
様
が
入
会
し
て
い
て
楽
し
い
法

人
会
、
仕
事
に
役
立
つ
法
人
会
、
地
域
貢

献
も
出
来
る
法
人
会
を
よ
り
一
層
目
指
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
方
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
受
け
賜
り
な
が
ら
、
よ
り
良
い
組
織
委

員
会
活
動
を
行
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ど
う
か
変
ら
ぬ
ご
協
力
と
勧
奨
活
動
を

心
よ
り
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
い
法
人
会
、
仕
事
に
役
立
つ
法
人
会

地
域
貢
献
も
出
来
る
法
人
会

平成24年度

会員増強運動月間を終えて
田中晴弘 組織委員長

会員のみなさまへのお願い
お知り会いの方で、法人会にご入会してい
ない法人、公益法人での会員資格のある方
がおられましたら、是非、ご入会を勧めて
頂きたいと存じます。一緒に会合、行事に
参加されれば一層楽しい会になります。ご
紹介したい法人等がありましたら、事務局、
支部の役員にご一報ください。宜しくお願
い致します。なお、荻窪管内以外の法人紹
介もお気軽にご相談お受け致します。

組
織
委
員
会

TANAKA Haruhiro

組織委員会とは、未加入法人ヘの会員増強運動
推進のために、各ブロック・支部・部会から推薦
された役員が勧奨活動する委員会です。

小竹信太郎

明治36年 富山県砺波市で生まれる。

昭 和 8 年 荻窪で時計の通信販売会社、東洋時計（株 ）を
設立。以後、通信販売・店舗展開・時計の輸出
入など事業を拡大する。

昭和30年 荻窪法人会の2代目会長に就任する。以後、荻窪
間税会、荻窪優法会、荻窪警察懇話会、東京時
計小売組合等の会長、理事長を歴任する。

昭和51年 大蔵大臣表彰を受章。

昭和58年 （社）荻窪法人会会長を退任するまで法人会活動
に貢献する。

昭和61年 双光旭日章を叙勲。

平 成 7 年 92歳で逝去

3 平成 24 年度 会員増強運動月間を終えて
◎ 田中晴弘　組織委員長

4 新入会員研修（歓迎）会
◎ 小竹良夫　社団法人 荻窪法人会会長
◎ 田中晴弘　組織委員長
◎ 森　貞夫　荻窪税務署副署長
◎ 石黒貞男　組織副委員長

7 新入会員研修会に出席された方々のあいさつ
10 新春特別講演会

「縮小国家・日本」に活路はあるか？
◎ 中谷 巌　三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング（株）理事長

12 社団法人荻窪法人会 公益法人化記念講演
おしえて！ さかなクン  ─ 海と環境の話─
◎ さかなクン 東京海洋大学客員准教授

14 ［ 平成 24 年度 ］各ブロックの春季研修会レポート
17 平成 25 年 税制セミナーのご報告

18 本音トークの座談会SERIES「公益社団法人の認定について」

諸先輩の座談会
24 連載 平成 24 年度

第 31回 平成 25 年度 税制改正（その1）

◎ 小林誉光　税制委員会 副委員長

26 税務コーナー　

27 杉並都税事務所からのお知らせ

28 e-Tax推進税理士事務所について

29 委員会・部会報告

・厚生事業委員会

・青年部会

・女性部会

CONTENT
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本
日
は
、
組
織
委
員
会
主
催
の
新
会
員

歓
迎
会
に
新
会
員
を
は
じ
め
多
く
の
会
員

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。今

年
度
も
組
織
委
員
会
で
は
田
中
組
織

委
員
長
を
中
心
に
多
く
の
新
会
員
獲
得
に

尽
力
い
た
だ
き
、
東
京
で
も
有
数
の
組
織

率
を
誇
る
法
人
会
を
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

新
会
員
の
皆
様
に
は
、
入
会
を
心
か
ら

歓
迎
い
た
し
ま
す
。

法
人
会
の
活
動
は
大
き
く
分
け
て
三
つ

あ
り
ま
す
、
一つ
は
納
税
協
力
団
体
の
会
員

と
し
て
税
務
・
税
制
を
研
修
し
て
適
切
な

納
税
を
行
う
。
二
つ
目
は
会
員
企
業
に
役

立
つ
事
業
を
行
い
会
員
に
利
用
し
て
も
ら

う
。
三
つ
目
は
地
域
社
会
に
地
元
企
業
の

経
営
者
の
立
場
で
協
力
す
る
社
会
貢
献
活

動
が
あ
り
ま
す
。
新
会
員
の
皆
様
に
は
、

法
人
会
の
行
う
各
種
の
講
演
会
・
研
修
会

に
参
加
さ
れ
、
お
仕
事
に
役
立
た
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
懇
談
会
・
懇

親
会
も
数
多
く
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
そ
の

新
会
員
様
に
は
荻
窪
法
人
会
に
ご
入
会
し

て
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
、
入
会
法
人
数
50
社
、
こ
の
う
ち

本
日
お
越
し
い
た
だ
い
た
の
は
12
社
で
す
。

大
変
お
忙
し
い
中
、
新
会
員
研
修
会
及
び

歓
迎
会
に
ご
参
加
し
て
頂
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

法
人
会
は
中
小
企
業
を
対
象
と
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
積
極
的
に
、
研
修
会
、
異
業
種

交
流
会
、
バ
ス
旅
行
等
、
又
は
、
各
支
部
・

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に
積

新入会員研修（歓迎）会
平成25年2月19日（ 火）荻窪タウンセブンにて恒例であります組織委員会主催「新
会員研修（ 歓迎 ）会」が行われました。来賓には荻窪税務署より森副署長、小茄
子川第１統括官、森本審理上席調査官が出席されました。新入会員は平成25年2
月現在53社になります。今年も石黒組織副委員長によるプロジェクターを使用した

「荻窪法人会とは」というガイダンスをしていただきました。

　

新
た
に
会
員
と
な
ら
れ
た
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
は
大
変
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
荻
窪
法
人
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し

て
法
人
会
活
動
に
積
極
的
に
御
参
加
さ

れ
、
活
動
の
場
を
通
じ
た
異
業
種
交
流
な

ど
法
人
会
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト
に
も
触

れ
て
い
た
だ
き
、
御
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う

御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

【
確
定
申
告
期
間
に
つ
い
て
】

　

昨
日
2
月
18
日
か
ら
平
成
24
年
分
の
所

得
税
の
確
定
申
告
期
間
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
昨
日
・
本
日
と
多
く
の
納
税
者
の

皆
様
方
が
来
署
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
予
定
さ
れ
て
い
て
、
申

告
相
談
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
3
月
15
日
の
期
限

が
近
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
税
務
署
は
大

変
混
雑
し
て
、
待
ち
時
間
が
長
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
な
る
べ
く
早
期
に
相

談
と
申
告
を
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
是
非
と
も
申
告
は
e

－

T
a
x
を
利
用
し
て
頂
く
よ
う
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
私
か
ら
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

会
長
の
あ
い
さ
つ

委
員
長
の
あ
い
さ
つ

森 

貞
夫
　
荻
窪
税
務
署
副
署
長

東
京
で
も
有
数
の
組
織
率
を
誇
る
法
人
会
を
維
持

人
脈
の
拡
大
、
幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

活
動
の
場
を
通
じ
た
異
業
種
交
流
な
ど
法
人
会
な
ら
で
は
の
メ
リ
ッ
ト

来
賓
の
あ
い
さ
つ

あいさつする小竹会長

あいさつする田中組織委員長

あいさつする森副署長

毎年、新しく入会した会員の方々のための研修（歓迎）会を開催し、
法人会の主旨や活動の目的などを説明して法人会への理解を深めてもらいます。

小
竹
良
夫
　 

荻
窪
法
人
会
会
長

田
中
晴
弘
　
組
織
委
員
会
委
員
長

極
的
に
ご
参
加
し
て
頂
き
、
人
脈
の
拡
大
、

幅
広
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
存
じ
ま

す
。
必
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
フ
に
お
役
に
立
て

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

ご
参
加
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

来
期
よ
り
荻
窪
法
人
会
は
公
益
法
人
に
な

り
ま
す
。
今
ま
で
法
人
格
の
企
業
が
入
会
条

件
で
し
た
が
、
公
益
法
人
で
は
個
人
事
業
主
、

個
人
の
方
も
入
会
で
き
ま
す
。
但
し
、
総
会

で
の
議
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
外
は

全
て
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
も
し
、
荻
窪
法
人

会
の
良
さ
賛
同
し
て
頂
き
ま
し
た
な
ら
、
ど

う
ぞ
ご
紹
介
を
し
て
頂
き
、
一
緒
に
参
加
さ
れ

れ
ば
一
層
楽
し
い
会
に
な
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
紹
介
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

本
日
は
、
た
く
さ
ん
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
、
支
部

長
が
参
加
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
懇
親
会

の
時
に
新
会
員
様
の
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
き
、

大
い
に
名
刺
交
換
の
手
助
け
を
し
て
頂
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
お
誘
い
を
お
願
い
し
た
と
思
い
ま
す

の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

席
で
多
く
の
地
元
企
業
の
経
営
者
と
知
り

合
い
に
な
る
こ
と
も
仕
事
に
役
立
つ
こ
と
と

思
い
ま
す
。

法
人
会
か
ら
、
良
い
情
報
を
得
て
、
良

き
友
を
作
り
、大
い
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

結
び
に
、
本
日
ご
参
加
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
し
て
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



7　 6　

法
人
会
と
は
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

た
い
、
も
っ
と
積
極
的
な
経
営
を
目
指
し
た

い
、
社
会
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
、
そ

ん
な
皆
さ
ま
を
支
援
す
る
全
国
組
織
で
す
。

法
人
会
の
歴
史
に
つ
い
て
お
は
な
し
し

ま
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
民
主
主
義

国
家
に
新
し
く
変
わ
っ
て
、
法
人
税
も
そ

れ
ま
で
の
賦
課
税
制
度
か
ら
、
昭
和
22
年

（
1
9
4
7
年
）
4
月
に
申
告
納
税
制
度
に

移
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
社
会
経

済
状
況
は
極
め
て
悪
く
、
経
営
者
が
税
法

を
理
解
し
て
自
主
的
に
適
切
な
申
告
が
で
き

る
か
ど
う
か
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
の
た
め
、
申
告
納
税
制
度
の
定
着

に
は
納
税
者
自
身
が
団
体
を
結
成
し
、
そ
の

活
動
を
通
じ
て
帳
簿
の
整
備
、
税
の
知
識
普

及
な
ど
を
は
か
る
必
要
性
が
生
じ
ま
し
た
。

法
人
会
は
こ
う
し
た
中
、
自
主
的
に
生
ま
れ

た
団
体
で
す
。

当
荻
窪
法
人
会
は
東
京
都
内
49
の
法
人

会
団
体
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、 

昭
和
25

年
4
月
20
日
に
創
立
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
活
動
を
展
開
し
、
昭
和
48
年
に
公
益

法
人
と
し
て
社
団
化
し
、
こ
と
し
で
62
年
を

迎
え
ま
し
た
。

現
在
は
、
全
国
に
90
万
社
の
会
員
企
業

さ
ん
、
41
都
道
県
に
4
4
2
の
会
を
も
つ
全

国
規
模
の
団
体
と
し
て
大
き
く
発
展
し
て
お

り
ま
す
。「
あ
な
た
の
近
く
」、
と
い
う
よ
う

に
、
社
会
と
広
く
、
皆
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開
す
る
法
人
会
。
税
の
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
も
と
よ
り
、
会
員
の
支

援
等
の
各
種
の
研
修
会
、
ま
た
は
地
域
振
興

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
税
務

協
力
の
民
間
団
体
と
し
て
は
、
健
全
な
納
税

者
の
団
体
、
良
き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の

団
体
、
そ
れ
が
法
人
会
と
、
こ
れ
が
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
荻
窪
法
人
会
の
活
動
範
囲
は

ど
の
地
区
か
と
い
い
ま
す
と
、
皆
さ
ん
、
ご

存
じ
の
よ
う
に
荻
窪
の
町
を
中
心
と
し
ま
し

て
、
井
草
、
下
井
草
、
上
井
草
、
今
川
、
桃

井
、
善
福
寺
、
南
荻
窪
、西
荻
北
、西
荻
南
、

松
庵
、
宮
前
、
久
我
山
、
天
沼
、
本
天
沼
、

清
水
、
上
荻
の
17
の
地
区
で
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
地
区
を
全
部
で
5
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
ま
し
て
、
1
ブ
ロ
ッ
ク
5
支

部
ご
と
の
計
25
の
支
部
に
よ
り
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、
各
々
の
事
業
を

行
っ
て
い
る
地
区
が
、
活
動
拠
点
の
支
部
に

な
り
、
そ
れ
が
、
ま
と
ま
っ
た
、
地
区
が
ブ

ロ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。
会
員
数
は
現
在
、
約

2
3
0
0
社
で
す
。

法
人
会
は
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
「
め
ざ
し
ま

す
、
企
業
の
繁
栄
と
社
会
へ
の
貢
献
」
に
よ

り
、
3
つ
の
活
動
目
的
を
示
し
て
お
り
ま

す
。
1
つ
は
良
い
経
営
者
た
ら
ん
と
い
う
願

い
の
団
体
。
次
に
税
を
通
じ
て
の
社
会
の
貢

献
。
3
つ
目
、
公
益
性
の
あ
る
法
人
と
し
て

の
社
会
へ
の
貢
献
、
税
以
外
で
の
面
で
社
会

貢
献
の
活
動
を
、
行
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
12
月
25
日
に
東
京
都
よ
り
公
益

法
人
化
の
答
申
を
頂
き
、
今
年
の
4
月
よ

り
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
活
動
に
入
り
ま

す
。こ

の
活
動
を
支
援
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
8

つ
の
委
員
会
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
総
務
委
員

会
、
組
織
委
員
会
を
始
め
、
研
修
、
税
制
、

広
報
、
厚
生
、
社
会
貢
献
、
e

－T
a
x
普

及
推
進
が
皆
様
の
活
動
に
支
援
貢
献
を
致

し
て
お
り
ま
す
。

活
動
と
し
て
、
皆
さ
ま
の
地
域
に
あ
る
会

社
、
そ
こ
の
会
社
か
ら
周
り
の
地
域
の
皆
様

へ
の
貢
献
と
い
う
活
動
で
、
色
々
と
お
付
合

い
が
発
生
し
て
い
る
と
お
も
い
ま
す
。
そ
の

お
付
合
い
が
、
皆
さ
ま
の
地
域
内
と
い
う
こ

と
で
は
、
町
か
ら
企
業
の
町
内
会
と
い
う
感

覚
で
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

最
後
で
す
け
れ
ど
も
、
新
入
会
の
方
、
皆

さ
ま
方
、
今
後
の
法
人
会
の
活
動
に
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
し
て
参
加
出
来
る
よ
う
に
私
共
で

も
お
迎
え
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新入会員研修会に
出席された方々のあいさつ
今年も様々な職種の個性豊かな方々が入会いたしました。
ぜひ、法人会に新風を吹き込み、活発な活動を期待いたします。

新 入 会 員 研 修 会新 入 会 員 研 修 会

第3ブロック第13支部

（株）ボタンデザイン

松崎淳一
弊社では「つなげるデザイン か
えるデザイン」をコンセプトに、
パンフレットや広告、イラストや
ホームページ制作、インテリア
や空間など、さまざまな媒体の
垣根を超えたデザインを提案し、
魅力的なメッセージや空間・環
境を制作しております。

『コミュニケーションから生まれる
情報の力』『文脈を読み取ること
で問題を根本から解決する力』

『再構築することで価値を再生
する創造の力』それぞれの力を合
わせることで、日常の中の《うれ
しい・わくわく・たのしい・しあわ
せ》を、皆さまと弊社のつながり
の中で実現いたします。

第3ブロック第15支部

（株）みつの

光野弘人
損保&生保の総合代理店をし
ております。保険代理店名は

「ISS」です。「Insurance Supply & 
Support」の略称です。保険を提
供し、しっかりサポートいたしま
す。保険代理店の仕事に携わっ
て早いもので20余年が経ちまし
た。昨今では、インターネットや
通信販売等でも保険に加入でき
る時代になりましたが、弊社は特
に法人会制度商品を中心に法人
会会員企業様向けに営業活動
を行っております。信頼と安心を
提供し顔のわかる頼れる保険代
理店を心掛けてまいりますのでど
うぞよろしくお願い申し上げます。

第3ブロック第15支部

（株）ながしま's ハウス

長嶋礼子
杉並区は文化の香りも高く、大好きな処です。
その、荻窪で16年目の昨年春、試練の中、多
くの方々の励まし手助けを頂き、不動産の店を
開店することが出来ました。人の御心遣いの有
難さ、温かさを思い人は人の中で生きること強く
感じました。私も少しでも恩返しを世間に致した
く深く胸に留め置いております。
不動産の売買・賃貸・管理・テナント付けを通して、
お客様に「杉並に住んで・又、店を出して良かっ
た。（株）ながしま‘sハウスに来て良かった。」と満
足して頂くことが出来ましたら、嬉しい限りです。
お客様の喜びが、私の喜びでもあります。
また、ご縁あって仕事をさせて頂いている、こ
の地域の発展にお役にたつ事が少しでも出来
ますよう、毎日努力・精進し、進化して行きたい
と思います。

講師をつとめた石黒組織副委員長

プロジェクターを見ながら解説

法
人
会
ガ
イ
ダ
ン
ス

石
黒
貞
男
　
組
織
副
委
員
長

新
入
会
員
の
皆
さ
ま
に
も
法
人
会
の
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
迎
え
た
い

第3ブロック第15支部

（株）京王設備サービス　杉並公会堂事業部

菊地一浩
日頃より荻窪法人会の皆様には、ご利
用をいただけ誠にありがとうございます。
2006年6月にリニュアルオープンした
杉並公会堂で、維持管理・運営業務を
おこなっている京王設備サービスの菊地
と申します。現在の杉並公会堂はPFI事
業といい建物も含めてすべてを民間事業
でおこなわれているスキームであることか
ら、杉並区では準公共施設という位置
付けとなっております。
我々は公共施設の役割を果たすと共に、
民間ならではのサービスの提供と地域の
皆様とのコミュニケーションを常に意識し
ながら「区民の皆様から愛されるホール
運営」に努めてまいります。どうぞよろしく
お願い申し上げます。

NEW MEMBER
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新 入 会 員 名 簿

平成 24年2月1日〜平成 25年1月31日

支部 法人名 代表者名 所在地 電 話 業 種

第3ブロック

11 （株）山水舎 今田　周三 杉並区本天沼2-43-12 090-9290-6278 酒小売業

（株）佐久間架設 佐久間　雄介 杉並区下井草1-24- 2 3394-4760 建設業

12 （株）ネットワーク21　健やか 辻　勝子 杉並区清水3-31-14 5310-6333 介護事業

13 （株）キクリ 菊田　國彦 杉並区天沼2- 3- 6 3398-6222 新聞販売

（有）石原工務店 石原　繁雄 杉並区天沼1-36- 9 3391-2169 建築

14 フジタックスビューロー（合） 藤田　浩樹 杉並区天沼3- 6-34 6761-9009 情報処理サービス業

（株）栄和サービス 花形　明利 杉並区天沼3- 2- 2-502 5305-7027

15 （株）京王設備サービス　杉並公会堂事業部 東宮　秀行 渋谷区神泉町4- 6 5347-4451 ビルメンテナンス

（株）みつの 光野　弘人 杉並区下高井戸4- 3- 1-208 3304-3200 保険代理業

（株）ながしま’sハウス 長嶋　礼子 杉並区上荻1-16-16 5347-9090 不動産業

（株）フジカレージ 藤野　勇太郎 杉並区上荻1-24-10-302 3393-1511 賃家業

第4ブロック

16 ㈱JAPANメディカル　うさちゃん接骨院 山田　祐介 杉並区西荻南2-18- 4-1F 5941-9799 接骨院

日本カリュウ（株） 和田　忠明 杉並区西荻南2- 2- 3 5336-7631 工業用ゴム製品加工業

17 （株）ライズ建築構造計画 溝上　隆浩 杉並区西荻南3- 8-17-407 5930-8500 建築設計業

（有）クールランニング 藤井　寿博 杉並区西荻南3-12- 1-603 080-3028-3342 音楽・芸能

18 （株）ウェルネス・カフェ・インターナショナル 櫻井　雅章 杉並区松庵3-25-10-203 5941-9409 各種食料品小売業

19 Yデザインオフィス 横江　直子 世田谷区上祖師谷1- 6-14-204 3305-8243 アートデザイン

（株）スタジオーネ 柿原　祐二 杉並区久我山3-47-13 3333-8901 ディスプレイ

20 （株）YABU 藪　旅人 杉並区宮前1- 5-10 3332-2150 コンサルタント

第5ブロック

21 （有）ノザキサービスコーポレーション
クリーニング　ビギン 野崎　敬雄 杉並区西荻南1-14-18 3247-8556 クリーニング業

22 （株）フロイデ 髙橋　英明 杉並区南荻窪2-14- 6 5930-6350 料理品小売業

24 （有）おぎくぼ画材店 亀高　次郎 杉並区荻窪4-28-11 5335-6541 画材小売業

25 （株）健志朗　荻窪駅前整骨院 重本　法久 杉並区荻窪5-16-19 3391-0258 治療院

廣田公認会計士事務所 大木　護和 杉並区高円寺4-44- 8-4F 090-7232-5550 会計事務所

司法書士法人はたの法務事務所 幡野　博文 杉並区荻窪5-16-12-5F 5335-6450 公証人役場・司法書士事務所

（株）ルクアル 高根　鉄平 杉並区荻窪5-11- 7 2B 5411-7107 広告業

北関東データサービス（株） 横山　良典 足利市本城 2-4003-13 049-289-6167

SMBCフレンド証券（株）荻窪支店 横山　慶彦 杉並区荻窪5-26-13 3398-3211 証券業

（株）deplan 比留間　聡 武蔵野市吉祥寺北町2-21-17 5930-1600 建築・インテリア設計・施工

新 入 会 員 名 簿
平成 24年2月1日〜平成 25年1月31日

支部 法人名 代表者名 所在地 電 話 業 種

第1ブロック
1 （株）スタジオ・ユニ 古谷　彰 杉並区井草2-20-10-3F 6454-7640 アニメーション美術

2 （株）アートチーム・コンボイ 中村　隆 杉並区下井草2-39-12-3F 6913-9252 アニメーション制作

3 （株）エスピーシー 大坪　政樹 杉並区下井草5-19- 8 5303-0702 飲食店・コンサルティング

4 塚本康幸税理士事務所 塚本　康幸 杉並区上井草2-10- 4-206 6913-5165 税理士事務所

（株）カネコメ商店　和の台所　ぼっちり 岡本　和也 杉並区上井草3-32- 8-1F 5382-8851 飲食業（居酒屋）

IDSE（株） 酒井　正臣 杉並区上井草3-19- 7 教育に役立つ考案品の開発

5 （株）ジャスティ 矢島　尚行 杉並区上井草 4- 3 - 9 6761-8250 看板・標識製造業

第2ブロック
6 ISM　（株） 井上　智寛 杉並区桃井1- 5-4 6913-9033 建設業

7 （株）誠和 正木　忠良 杉並区上荻 2- 6-19 5311-5321 機械工具卸売

8 （株）紀の國屋商店 宮地　伸浩 杉並区西荻北3-19- 1 3390-0329 酒・調味料　

（株）ミーミッシュ 市橋　美緒奈 杉並区西荻北2-36-25-204 090-1764-4813 保育業・保険業

ゼネラル物産（株） 大山　房範 杉並区西荻北3-31-13 3394-2111 不動産業

9 （株）クリーン＆リペア　サトケン 中谷　健一 杉並区西荻北4-22-10-301 080-3129-2137 内装業

（株）北斗 千葉　昭雄 杉並区西荻北5- 9-12 6913-8893 不動産賃貸業

新入会員研修会

第4ブロック第17支部

（有）クールランニング

藤井寿博
クールランニングは荻窪法人会
においては異色な業種だと思い
ます。基本的には音楽事務所
で、ミュージシャンのマネージメ
ントや楽曲制作、イベント制作、
CDの制作、販売等、音楽に
まつわることは何でもしておりま
す。なかなかないとは思いますが、
音楽関連の何かご相談がありま
したらお気軽にご相談ください。
また、最近は音楽以外にも、ア
プリ制作なども始めました。そち
らでも、なにかありましたらお気
軽にご相談ください。今後ともよ
ろしくお願いします。

第5ブロック第25支部

司法書士法人はたの法務事務所

首藤浩之
私どもは『人と向き合う』という
理念の元、3 3年の長きにわた
り事務所経営を行ってきました。
お客様の “話を聞く事”“提案す
る事”を大切にし、お役に立ち
続ける事が出来たから継続出
来たと自負しております。
会社の法律相談や商業登記。
相続・不動産登記・借金問題・
各種トラブル予防などの相談や
裁判関連書類等の作成、後見
人代行業務などを行っておりま
す。また、税理士や弁護士、不
動産コンサルタントなどの社外ス
タッフを動員し、お客様一人一人
へ最適なご提案ができる体制を
整えております。無料相談を行っ
ておりますのでご相談ください。

第5ブロック第21支部

（有）ノザキサービスコーポレーション
　クリーニング　ビギン

野崎敬雄
1991年、西荻窪に「クリーニ
ングビギン」をオープンいたしまし
た。有機溶剤を使用したドライ
クリーニングの安全性に疑問を
長年感じ、『ドライクリーニングに
代わる安全な水洗いはないか？』
を追求してまいりました。そして
2012年の春、画期的なウェッ
トクリーニング（水洗い）『椿あら
い』が誕生しました。現在、ドラ
イクリーニング品の85％を「椿
あらい」＝による水洗いで仕上
げております。環境負荷が少な
く衣類にも人にも優しいこの「椿
あらい」をたくさんのお客様に
知っていただきたいと考えており
ます。

新
入
会
員
研
修
会
に

出
席
さ
れ
た
方
々
の
あ
い
さ
つ

N
EW

 M
EM

B
ER
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「
縮
小
国
家
・
日
本
」
の
現
実
を
見
る
と
、

一
番
わ
か
り
や
す
い
の
は
人
口
減
少
で
す
。

1
6
0
0
年
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
あ
っ
た
と
き

の
日
本
の
人
口
は
1
2
0
0
万
人
、
幕
末
の

1
8
5
0
年
に
は
3
0
0
0
万
人
、
第
2
次

世
界
大
戦
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
は
8
0
0
0
万
人

で
す
。
世
界
と
伍
し
て
い
く
に
は
人
口
成
長
が

絶
対
的
な
条
件
で
し
た
。
そ
の
後
、
高
度
経

済
成
長
が
あ
り
、
現
在
は
1
億
2
7
0
0
万

人
。
し
か
し
、
こ
の
山
は
今
が
ピ
ー
ク
で
、
こ

こ
か
ら
は
間
違
い
な
く
落
ち
て
い
く
。

　

西
洋
近
代
化
の
最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

共
同
体
よ
り
も
個
人
の
幸
せ
を
重
ん
じ
る
ヒ

ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
思
想
、
啓
蒙
思
想
が
あ
り
ま

す
。
日
本
に
も
個
人
主
義
の
思
想
が
入
っ
て
き

て
、
大
家
族
制
が
崩
壊
し
ま
し
た
。
最
近
は

核
家
族
す
ら
崩
壊
し
た
。
今
の
若
者
は
、
男

も
女
も
4
人
に
1
人
は
結
婚
し
な
い
。
結
婚

し
た
と
し
て
も
子
ど
も
を
作
ら
な
い
。
生
ん
で

も
1
人
。
こ
う
い
う
価
値
観
で
す
。

　

結
婚
し
て
子
ど
も
を
2
人
以
上
も
う
け
る

「
標
準
家
族
」
を
作
る
人
は
非
常
に
少
な
く
な

り
、
人
口
の
4
割
程
度
に
な
り
ま
し
た
。
今

は
65
歳
以
上
が
人
口
の
約
25
％
を
占
め
る
超

高
齢
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
20
年

く
ら
い
の
間
に
、
1
0
0
0
万
人
の
団
塊
の
世

代
が
寿
命
を
迎
え
る
と
す
る
と
、
そ
の
頃
か

ら
人
口
が
大
幅
に
減
っ
て
い
く
。
50
年
先
の

2
0
6
3
年
に
は
8
4
0
0
万
人
、
今
の
3

分
の
2
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
大
事
な
の
は
、
生
産
年
齢
人
口
、
つ

ま
り
社
会
を
支
え
る
働
き
手
が
、
今
の
半
分

の
4
2
0
0
万
人
に
な
り
、
65
歳
以
上
人
口

が
全
体
の
40
％
に
な
る
と
い
う
劇
的
な
構
造

変
化
が
起
こ
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
恐
ろ
し
い

の
は
百
年
後
の
2
1
1
3
年
に
は
4
5
0
0
万

人
よ
り
も
少
な
く
な
り
、
2
1
6
3
年
に
は

1
2
0
0
万
人
と
な
っ
て
関
ヶ
原
の
時
代
に
戻

る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
な
る
と
日
本

民
族
絶
滅
で
す
。
日
本
は
そ
れ
だ
け
大
変
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち

は
認
識
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
な
る
と
財
政
の
問
題
も
大
変
で
す
。

借
金
の
数
値
だ
け
見
る
と
、
世
界
の
中
で
も

日
本
が
一
番
大
変
で
す
。
G
D
P
の
2
5
0
％

が
負
債
で
1
千
兆
円
を
超
え
て
い
る
。
こ
れ

を
歳
出
削
減
し
て
、
増
税
し
、
財
政
再
建
し

な
が
ら
ち
ょ
っ
と
づ
つ
返
し
て
い
く
と
い
う
の

が
正
論
で
す
が
、
そ
れ
は
夢
物
語
で
す
。
こ

れ
か
ら
人
口
が
減
少
し
て
働
き
手
が
少
な
く

な
る
ん
で
す
か
ら
。

　

今
の
社
会
保
障
制
度
・
年
金
制
度
等
は
、

人
口
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
と
き
に
作
ら
れ
た
も

の
で
、
た
く
さ
ん
の
働
き
手
が
少
な
い
老
人
を

支
え
る
と
い
う
形
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
逆
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
か
ら
、
社
会
保
障
制
度
・
年
金
制
度
を

根
本
的
に
変
え
る
し
か
な
い
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
、
一つ
は
相
続
税
増
税
や

資
産
課
税
に
よ
っ
て
、
裕
福
な
高
齢
者
層
か

ら
若
者
世
代
に
大
量
に
富
を
移
転
す
る
と
い

う
政
策
、も
う
一つ
の
方
法
は
イ
ン
フ
レ
で
す
。

イ
ン
フ
レ
に
す
る
と
借
金
は
ど
ん
ど
ん
帳
消
し

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
一
千
兆
円
の
借
金
で
も

物
価
が
1
0
0
倍
に
な
れ
ば
、
10
兆
円
の
意

味
し
か
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
イ
ン
フ
レ
と
は

実
質
的
に
は
税
金
と
同
じ
で
す
。
で
も
、
国

民
に
は
イ
ン
フ
レ
が
税
金
だ
と
い
う
認
識
が
な

い
の
で
政
治
的
に
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
や
す
い
と
い

え
ま
す
。

　

歴
史
的
に
み
て
も
国
が
巨
大
な
借
金
を
抱

え
て
し
ま
っ
た
場
合
、
増
税
や
歳
出
削
減
で

返
済
し
た
ケ
ー
ス
は
ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
投
票
に
よ
っ
て
政
治
家
が
選
ば
れ
る
民

主
主
義
社
会
で
、
厳
し
い
歳
出
削
減
や
大
増

税
を
許
す
選
挙
民
は
い
ま
せ
ん
。

　

縮
小
国
家
の
運
営
は
非
常
に
難
し
く
、
財

政
問
題
で
は
イ
ン
フ
レ
の
誘
惑
が
き
わ
め
て
大

き
く
な
り
、
一
方
で
独
裁
的
な
リ
ー
ダ
ー
が
生

ま
れ
て
く
る
。
そ
う
い
う
歴
史
認
識
を
持
つ

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

民
主
主
義
は
そ
も
そ
も
右
肩
上
が
り
の
時

代
に
生
ま
れ
た
も
の
で
、「
利
益
配
分
の
制
度
」

で
す
。
と
こ
ろ
が
縮
小
国
家
で
は
不
利
益
分

配
が
起
こ
り
、
誰
も
が
痛
み
を
引
き
受
け
た

く
な
い
た
め
に
民
主
主
義
の
も
と
で
は
適
切
な

意
思
決
定
が
で
き
な
く
な
る
。
す
る
と
独
裁

的
な
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
に
な
る
。
す
で
に
小

泉
純
一
郎
の
と
き
か
ら
、
日
本
で
は
独
裁
的
な

リ
ー
ダ
ー
が
必
要
だ
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な

社
会
情
勢
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現

代
国
家
は
民
主
主
義
と
資
本
主
義
の
二
本
立

て
で
ま
わ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
い
ず
れ
も
右

肩
上
が
り
の
時
代
に
は
機
能
す
る
が
、
右
肩

下
が
り
で
は
機
能
不
全
に
陥
る
こ
と
を
認
識

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
そ
う
い
う
縮
小
国
家
か
ら
我
々
は

脱
却
で
き
る
の
か
。
人
口
減
少
が
す
べ
て
の
問

題
の
根
源
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
ん
と
か
人
口

減
少
を
止
め
る
。
つ
ま
り
女
性
に
も
っ
と
子
ど

も
を
生
ん
で
も
ら
う
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か

で
す
。
政
府
が
で
き
る
の
は
、
独
身
や
子
ど
も

を
生
ま
な
か
っ
た
人
に
は
高
い
税
金
を
か
け
、

子
ど
も
を
多
く
生
む
ほ
ど
豊
か
な
生
活
が
で

き
る
よ
う
な
税
制
を
作
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ア
ジ
ア
と
日
本
が
一
体
化
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
ア
セ
ア
ン
の
人
口
構
成
は
、
ま

だ
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
す
。
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
親
日
的
な
国
々
と
日
本
の
逆

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
と
を
う
ま
く
あ
わ
せ
て
、
一
体

化
し
た
運
営
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

移
民
に
つ
い
て
は
、
外
国
人
に
よ
る
犯
罪
の

問
題
も
あ
り
、
日
本
国
内
で
い
ろ
い
ろ
な
意
見

が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
何
も
策

を
講
じ
な
い
で
3
K
労
働
者
だ
け
が
ど
ん
ど
ん

日
本
に
入
っ
て
く
る
と
い
う
の
は
私
も
反
対
で

す
。
し
か
し
、
今
、
ア
ジ
ア
で
は
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
と
い
わ
れ
、
A
K
B
も
大
人
気
、
漫
画
や

ア
ニ
メ
な
ど
、
日
本
文
化
に
対
す
る
あ
こ
が
れ

が
あ
り
ま
す
。
日
本
は
非
常
に
安
定
し
た
信

頼
で
き
る
国
で
、
人
々
は
優
し
い
し
裏
切
ら
な

い
、
清
潔
で
食
べ
物
は
お
い
し
い
、
泥
棒
は
い

な
い
、
こ
ん
な
い
い
国
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
親
日
的
な
人
々
に
日
本
語
を
教
え
、

日
本
の
文
化
を
理
解
し
日
本
人
の
よ
う
に
秩

序
正
し
い
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
日
本
政
府

が
育
て
上
げ
て
、
こ
う
い
う
人
た
ち
を
日
本
に

迎
え
入
れ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
我
々
が
ど

ん
な
に
反
対
し
て
も
、
人
口
が
縮
小
し
て
い
く

国
に
は
、
人
口
が
増
え
て
い
る
国
か
ら
必
ず
人

が
入
っ
て
く
る
と
い
う
の
は
歴
史
が
示
す
と
お

り
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
B
B
C
放
送
で
は
、
世
界
で
最

も
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
る
国
は
ど
こ
か
と
い

う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
昨

年
5
月
の
調
査
で
は
日
本
が
1
位
で
し
た
。

日
本
が
作
る
も
の
は
高
品
質
で
あ
る
な
ど
、

日
本
に
対
す
る
評
価
は
非
常
に
高
い
。
こ
う

し
た
「
も
の
づ
く
り
」
に
加
え
て
、
最
近
で
は

日
本
人
の
「
お
も
て
な
し
の
心
」
が
世
界
で
注

新春特別講演会が、平成25年2月21日（木）、荻窪タウンセブン
で開催されました。人口減少は加速度を増し、国家財政もますま
す厳しくなる「縮小国家・日本」。講師の中谷氏は、こうした日本
の現状を正しく認識することが重要であるとし、「私は決して悲観
的ではない」と日本の底力を期待して講演を結びました。

新春特別講演会
主催：社団法人荻窪法人会、社団法人杉並法人会、東京商工会議所杉並支部

「縮小国家・日本」に活路はあるか？
講師：
三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング（株）
理事長
中谷巌氏

＜プロフィール＞
1965年一橋大学経済学部卒業後、日産自動車（株）勤務。73年ハーバード大学経済学博士。その後、大阪大学助教授、教授を経て、91年一橋大学教授。99年ソニー（株）
取締役。2000年三和総合研究所理事長。01年多摩大学学長。03年ソニー取締役会議長。10年一般社団法人「不識庵」を設立、日本と世界を考えるリーダー育成を図
る私塾「不識庵」開講。主な著作に『資本主義以後の世界』（徳間書店）、『日本の「復元力」〜歴史を学ぶことは未来をつくること』（ダイヤモンド社）など

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
の
大
勢
は
、
金
持
ち
と
貧
乏
人
が
完

全
に
分
断
し
た
階
級
社
会
で
す
が
、
日
本
は

か
つ
て
一
億
総
中
流
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
庶
民

階
級
、
平
均
的
な
人
た
ち
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が

圧
倒
的
に
高
い
で
す
。
幕
末
か
ら
近
代
に
か

け
て
日
本
が
頑
張
れ
た
理
由
は
庶
民
階
級
の

強
さ
で
す
。
私
は
決
し
て
根
本
的
な
意
味
で

は
悲
観
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
問
題
の
根

幹
に
あ
る
も
の
が
理
解
さ
れ
、
庶
民
階
級
が

本
気
に
な
っ
て
や
る
ぞ
と
決
め
た
ら
、
日
本
人

ほ
ど
底
力
を
発
揮
す
る
国
は
な
い
と
思
う
か

ら
で
す
。

人
口
減
少
と
家
族
の
崩
壊

民
主
主
義
も
資
本
主
義
も
機
能
し
な
い

縮
小
国
家
か
ら
の
脱
却
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テ
ー
マ
ソ
ン
グ
に
乗
っ
て
、
さ
か
な
ク
ン
が
ス
テ

ー
ジ
に
登
場
。
魚
の
暮
ら
す
環
境
や
魚
た
ち
を
描

い
た
イ
ラ
ス
ト
が
ス
テ
ー
ジ
の
後
ろ
に
大
き
く
映
し

出
さ
れ
、
講
演
は
絵
と
と
も
に
進
行
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
現
れ
た
の
は
地
球
の
絵
。
海
は
陸
の
３

倍
の
広
さ
で
、
し
か
も
陸
に
は
魚
の
住
む
川
や
湖

沼
も
あ
り
、
人
間
の
体
も
70
〜
80
％
水
で
で
き
て

い
る
こ
と
か
ら
、「
地
球
は
水
の
惑
星
で
ギ
ョ
ざ
い

ま
す
ね
」
と
、
さ
か
な
ク
ン
。
地
球
は
平
均
気
温

13
度
と
安
定
し
て
い
て
、
空
気
中
や
水
中
に
酸
素

が
豊
富
に
含
ま
れ
、
生
き
物
が
暮
ら
し
や
す
い
環

境
で
あ
る
こ
と
に
ふ
れ
、
水
の
循
環
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
説
明
し
ま
し
た
。

「
私
た
ち
の
暮
ら
す
陸
地
に
は
緑
が
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
日
本
の
陸
地
の
面
積
の
70
％
近
く
は
林
や

森
。
木
や
植
物
が
酸
素
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
く
れ

て
、
栄
養
も
い
た
だ
け
る
わ
け
で
す
ね
。
雨
が
降

る
こ
と
に
よ
っ
て
木
も
植
物
も
ス
ク
ス
ク
育
ち
、
そ

の
栄
養
は
川
の
お
水
に
と
け
込
ん
で
、
川
の
お
魚

た
ち
も
元
気
い
っ
ぱ
い
。
川
の
水
は
そ
の
栄
養
を
海

ま
で
届
け
て
く
れ
て
、
海
藻
も
ス
ク
ス
ク
育
ち
、

小
さ
な
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
た
ち
も
元
気
い
っ
ぱ
い
。
そ

れ
を
食
べ
る
お
魚
た
ち
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ

の
海
の
水
も
、
太
陽
の
光
と
熱
に
よ
っ
て
蒸
発
し
て

雲
に
な
り
、
そ
の
雲
は
風
で
運
ば
れ
、
私
た
ち
の

暮
ら
す
陸
に
雨
や
雪
を
降
ら
せ
て
く
れ
て
、
そ
れ

が
ま
た
川
の
水
と
な
っ
て
海
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

な
る
ほ
ど
！　

お
水
は
こ
う
や
っ
て
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ね
」

　

こ
こ
で
、
さ
か
な
ク
ン
が
描
い
た
魚
の
名
前
を
あ

て
る
「
さ
か
な
ク
ン
お
絵
描
き
ク
イ
ズ
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。

「
体
が
長
く
口
が
で
か
い
、
源
流
に
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
さ
あ
、
な
ん
と
い
う
お
魚
ち
ゃ
ん
で
し
ょ
う
」

　

さ
か
な
ク
ン
が
、
そ
う
言
い
な
が
ら
ペ
ン
を
走
ら

せ
描
き
始
め
る
と
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
元
気

よ
く
「
ハ
イ
！
」
と
子
ど
も
た
ち
の
手
が
あ
が
り

ま
し
た
。
会
場
内
に
ス
タ
ン
バ
イ
し
た
荻
窪
法
人

会
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
さ
ん
が
、
司
会
者
に
う
な
が

さ
れ
手
を
あ
げ
た
子
ど
も
に
マ
イ
ク
を
向
け
ま
す
。

「
イ
ワ
ナ
！
」

「
正
解
！　

お
見
事
で
す
！
」

　

イ
ワ
ナ
、
ヤ
マ
メ
、
ア
ユ
と
ク
イ
ズ
が
続
い
た
あ

と
、
コ
イ
や
ブ
ナ
、
ド
ジ
ョ
ウ
、
メ
ダ
カ
な
ど
、
川

に
す
む
魚
た
ち
の
生
態
に
つ
い
て
く
わ
し
く
紹
介

し
ま
し
た
。

　

次
に
、
世
界
で
最
も
仲
間
が
多
い
と
言
わ
れ
る

ス
ズ
キ
、
日
本
の
魚
の
王
様
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
を

は
じ
め
、
東
京
湾
で
見
ら
れ
る
海
の
魚
を
紹
介
し

ま
し
た
。
イ
ワ
シ
が
登
場
す
る
と
話
題
は
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
に
及
び
ま
し
た
。

「
森
の
栄
養
が
川
の
水
に
と
け
込
ん
で
海
に
届
け

ら
れ
る
と
、
海
の
中
に
は
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や

動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
え
て
き
ま
す
。
特
に
日

差
し
が
強
い
夏
は
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
え
て
、

夏
の
海
は
光
合
成
を
す
る
た
め
緑
っ
ぽ
く
見
え
ま

す
。
そ
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
動
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
が
食
べ
て
育
ち
ま
す
。
エ
ビ
、
フ
グ
の
赤
ち
ゃ

ん
、
ク
リ
オ
ネ
、
タ
コ
の
赤
ち
ゃ
ん
、
い
ろ
ん
な
生

き
物
が
漂
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
、
そ
れ
が
動
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
で
す
ね
。
そ
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
食
べ

る
の
は
イ
ワ
シ
で
す
。
油
が
の
っ
て
お
い
し
い
お
魚

な
の
で
、
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
に
も
狙

わ
れ
て
、
イ
ワ
シ
さ
ん
の
一
生
は
目
が
回
る
ほ
ど
大

忙
し
で
す
。
産
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
を
食
べ
て
成
長
し
ま
す
が
、
そ
の
間
に
も
ア
ジ

に
食
べ
ら
れ
、
漁
師
さ
ん
の
網
に
入
っ
て
シ
ラ
ス
干

し
や
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。サ
バ
、

シ
イ
ラ
、
カ
マ
ス
、
サ
ワ
ラ
に
食
べ
ら
れ
、
ク
ジ
ラ

に
ガ
バ
ッ
と
水
ご
と
吸
い
込
ま
れ
、
タ
チ
ウ
オ
、
ブ

リ
、
カ
ツ
オ
や
鳥
さ
ん
に
も
ど
ん
ど
ん
食
べ
ら
れ
、

イ
ワ
シ
さ
ん
に
は
１
秒
た
り
と
も
休
む
暇
が
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
イ
ワ
シ
を
何
気
な
く
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
一
生
懸
命
生
き
て
い
る
パ
ワ
ー
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
わ
け
で
、
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
ね
」

　

講
演
も
終
わ
り
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

「
最
後
に
ま
と
め
で
す
！　

さ
か
な
ク
ン
は
、
毎

日
、
お
魚
の
旅
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

東
京
湾
の
海
に
潜
っ
た
と
き
に
ゴ
ミ
だ
ら
け
の
光

景
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
魚
た
ち
、
暮
ら

し
に
く
そ
う
で
し
た
。
ミ
ズ
ウ
オ
は
海
の
ゴ
ミ
を

食
べ
て
し
ま
う
お
魚
で
、
さ
か
な
ク
ン
も
東
海
大

学
の
先
生
に
お
腹
の
中
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す

が
、
買
い
物
袋
と
か
飴
の
袋
と
か
、
い
ろ
ん
な
ゴ
ミ

が
出
て
き
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
鳥
さ
ん
や
ウ
ミ

ガ
メ
さ
ん
が
ゴ
ミ
を
食
べ
て
命
を
落
と
す
こ
と
も

増
え
て
い
る
そ
う
な
ん
で
す
ね
。

　

こ
ん
な
問
題
も
あ
り
ま
す
。
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
や
ブ

ル
ー
ギ
ル
は
、
も
と
も
と
は
北
ア
メ
リ
カ
に
暮
ら
す

お
魚
で
し
た
が
、
人
に
よ
っ
て
日
本
に
持
ち
込
ま

れ
て
、
肉
食
で
強
い
の
で
、
日
本
の
お
魚
が
ど
ん
ど

ん
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
ブ
ラ
ッ

ク
バ
ス
や
ブ
ル
ー
ギ
ル
が
悪
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ど
ち
ら
も
本
来
の
生
命
力
を
持
っ
て
一
生
懸
命

生
き
て
い
ま
す
。
連
れ
て
き
た
人
が
放
し
て
し
ま
っ

た
こ
と
が
原
因
で
す
ね
。

　

同
じ
く
、
エ
ン
ゼ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ネ
オ
ン
テ
ト

ラ
、
恐
ろ
し
い
ピ
ラ
ニ
ア
、
体
長
１
メ
ー
ト
ル
以
上

に
な
る
レ
ッ
ド
テ
ー
ル
キ
ャ
ッ
ト
や
シ
ル
バ
ー
ア
ロ

ワ
ナ
、
こ
う
い
っ
た
熱
帯
魚
と
し
て
人
気
の
あ
る
お

魚
た
ち
を
、「
ま
さ
か
、
こ
ん
な
大
き
く
な
る
と
思

わ
な
か
っ
た
！　

も
う
お
家
で
は
飼
え
な
い
。
川
へ

放
し
ち
ゃ
お
！
」
と
放
し
て
し
ま
う
こ
と
が
大
き

な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、お
魚
が
人
間
の
言
葉
を
話
す
と
し
た
ら
、

「
人
間
、
い
い
か
げ
ん
に
し
て
ち
ょ
ー
だ
ー
い
！
」
っ

て
怒
っ
ち
ゃ
っ
て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
こ
の
ま

ま
自
然
が
壊
れ
て
、
お
魚
を
い
っ
ぱ
い
採
っ
て
し
ま

う
と
２
０
４
８
年
に
は
お
魚
が
ほ
と
ん
ど
採
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
食
卓
か
ら
は
お
魚
料
理
が
な

く
な
っ
ち
ゃ
う
と
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
魚
た

ち
も
今
、
大
変
な
状
況
な
ん
で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
日
か
ら
で
も
私
た
ち
が
で
き
る
３

つ
の
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
ず

１
番
目
に
「
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う
」。
な
る

べ
く
界
面
活
性
剤
の
入
っ
て
い
な
い
、
自
然
に
も

体
に
も
優
し
い
石
け
ん
を
使
う
と
、
目
に
見
え
な

い
よ
う
な
小
さ
な
微
生
物
が
、
お
魚
た
ち
が
暮

ら
し
や
す
い
よ
う
な
お
水
に
変
え
て
く
れ
ま
す
。

２
番
目
に
「
食
べ
物
を
感
謝
し
て
い
た
だ
き
ま
し

ょ
う
」。
食
べ
物
は
、
自
然
の
な
か
で
育
つ
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
命
で
す
。
い
た
だ
く
前
に
は
手
を
合
わ

せ
て
「
い
た
だ
き
ま
す
！
」。
こ
れ
は
命
を
い
た

だ
き
ま
す
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
好
き

嫌
い
な
く
感
謝
し
て
い
た
だ
く
と
、「
苦
い
と
思
っ

た
ピ
ー
マ
ン
も
、
よ
く
噛
み
し
め
る
と
甘
い
」「
お

魚
だ
っ
て
お
い
し
い
！
」、
食
べ
る
喜
び
も
増
え
て

う
れ
し
い
で
す
ね
。
３
番
目
「
も
の
を
大
事
に
使

い
ま
し
ょ
う
」。
こ
れ
は
節
約
と
い
う
こ
と
で
、

食
べ
る
も
の
、
着
る
も
の
、
電
気
、
一
つ
一
つ
の
も

の
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
３
つ
な
ら
今
日
か
ら
で
き
る
ぞ
〜
、
続
け

ら
れ
る
ぞ
〜
と
い
う
こ
と
で
、
さ
か
な
ク
ン
も
皆

様
と
一
緒
に
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ん
、
今
日
は
さ
か
な
ク
ン
の
お
話
を
聞
い
て
い

た
だ
き
ま
し
て
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ギ
ョ
ざ

い
ま
し
た
！

平成25年2月27日（ 水）、荻窪法人会公益法人化記念の
講演会が開催されました。講師にお迎えしたのは、魚類
学者、タレント、イラストレーターとしてテレビでもおなじ
みの「さかなクン」。杉並公会堂大ホールには、法人会員
はもちろん一般の方やお子さんも多く、会場を埋め尽くし
た参加者と、さかなクンが一体となった笑い声のとびかう
1時間半の講演となりました。

社団法人荻窪法人会  公益法人化記念講演

おしえて！ さかなクン
─ 海と環 境 の 話 ─
講 師： さ か な ク ン 東 京 海 洋 大 学 客 員 准 教 授

［プロフィール］
千葉県館山市在住。2006年東京海洋大学客員准
教 授に就任。イラストレーターとしても活躍。魚
の生態や料理法についての豊富な知識で知られ、
講演や著作活動など幅広く活躍。

さかなクンが
講演中に作成した
手書きのイラスト

上 から ）講 演 会 の前に
あいさつする小竹会長、
小幡署長、田中区長

地
球
は
水
の
惑
星

わ
か
る
か
な
？ 

お
絵
描
き
ク
イ
ズ

「
人
間
！ 

い
い
か
げ
ん
に
し
て
！
」
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第
1
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
2
月
7
日

（
木
）
に
東
京
三
協
信
用
金
庫
井
荻

駅
前
支
店
の
会
議
室
を
お
借
り
し

て
春
期
研
修
会
を
開
催
致
し
ま
し

た
。
講
師
に
荻
窪
警
察
署
交
通
課

長
の
坂
部
政
子
様
と
荻
窪
警
察
署

生
活
安
全
課
長
の
板
垣
和
浩
様
を

お
招
き
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
『
交
通

事
故
の
実
態
』
と
『
最
近
の
振
込

詐
欺
の
状
況
』
と
い
う
2
部
構
成

で
お
話
し
を
賜
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
坂
部
課
長
に
よ
る
『
交

通
事
故
の
実
態
』
で
す
が
、
荻
窪

署
管
内
で
は
環
状
八
号
線
・
青
梅

街
道
・
新
青
梅
街
道
・
早
稲
田
通

り
（
並
び
に
旧
早
稲
田
通
り
）
の

順
で
事
故
が
多
く
、
一
番
多
い
事

故
は
「
追
突
事
故
」
と
の
事
で
し

た
。
追
突
を
防
ぐ
た
め
に
は
ス
ピ

ー
ド
を
押
さ
え
る
事
、
車
間
距

離
を
取
る
事
と
の
事
で
す
。
ま
た

飲
酒
運
転
に
関
し
て
も
お
話
し
が

あ
り
ま
し
た
が
、
飲
酒
を
し
て
歩

い
て
い
た
人
が
信
号
無
視
を
し
た

り
、
酔
っ
払
っ
て
道
路
で
寝
て
し
ま

い
事
故
に
遭
わ
れ
る
と
い
う
事
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
交
通
事
故
は

大
事
な
人
を
奪
っ
て
し
ま
う
た
め
、

1
件
で
も
無
く
な
る
よ
う
に
様
々

な
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
2
部
で
は
板
垣
課
長
に
よ
る

『
最
近
の
振
込
詐
欺
の
状
況
』で
は
、

特
殊
詐
欺
い
わ
ゆ
る
オ
レ
オ
レ
詐

欺
や
振
込
詐
欺
の
種
類
や
手
口
に

つ
い
て
お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
被
害
者
の
8
割
は
「
自
分
は

大
丈
夫
」
と
思
っ
て
る
方
が
多
く
、

「
騙
さ
れ
る
か
も
」
と
警
戒
さ
れ
て

い
る
方
は
2
％
と
の
事
で
し
た
。

第
1
ブ
ロ
ッ
ク

第
2
ブ
ロ
ッ
ク

第
3
ブ
ロ
ッ
ク

『
交
通
事
故
の
実
態
』と

『
最
近
の
振
込
詐
欺
の
状
況
』

江
戸
し
ぐ
さ

イ
チ
ロ
ー
と
二
郎

第
1
ブ
ロ
ッ
ク 

佐
藤
政
行

八
丁
通
り
商
店
会
　
丸
茂
氏

第
3
ブ
ロ
ッ
ク 

平
田
祐
子

講師の坂部政子氏講師の板垣和浩氏

研修会の様子

「江戸しぐさ」実演の様子講師の川越氏

講演の様子

平成24年度、1〜5ブロックの研修会が行われました。今回も各ブロックの研修会参加者からの
レポートを掲載いたします。次の研修会へ参加をご検討されている方はご参考にしてください。

1Block 2Block 3Block 4Block 5Block

［平成 24 年度］各ブロックの春季研修会レポート

特
殊
詐
欺
以
外
で
も
ひ
っ
た
く

り
に
対
す
る
防
止
方
法
（
バ
イ
ク

の
音
が
し
た
ら
振
り
向
く
・
バ
ッ

グ
は
建
物
側
・
自
転
車
の
籠
に
は

防
犯
ネ
ッ
ト
を
付
け
る
）
や
、
空

き
巣
被
害
へ
の
対
策
と
し
て
目（
不

審
者
を
見
か
け
た
ら
躊
躇
無
く

1
1
0
番
通
報
・
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
）、
音
（
窓
や
ド
ア
に
警
報
装

置
を
付
け
る
・
音
が
出
る
砂
利
を

撒
く
）、
光
（
セ
ン
サ
ー
付
き
防
犯

ラ
イ
ト
の
設
置
）
等
泥
棒
の
嫌
が

る
対
策
を
施
す
事
が
被
害
を
防
ぐ

事
に
繋
が
る
と
の
事
で
し
た
。

普
段
な
か
な
か
聞
け
な
い
、
生

の
お
話
し
を
伺
う
事
が
出
来
、
参

加
者
の
皆
様
に
有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

2
0
1
3
年
2
月
21
日
、
杉
並

会
館
で
「
江
戸
し
ぐ
さ
」
の
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
法
人
会
第

2
ブ
ロ
ッ
ク
長
河
又
雅
之
氏
の
2

年
越
し
の
ア
イ
デ
ィ
ア
で
し
た
が
、

念
願
の
実
現
と
な
り
ま
し
た
。
江

戸
古
来
の
商
人
の
気
遣
い
、
い
ま

で
言
う
帝
王
学
と
も
言
う
べ
き
江

戸
し
ぐ
さ
。

今
回
の
催
し
は
法
人
会
と
地
元

商
店
会
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画

で
も
あ
り
、
八
丁
通
り
商
店
会
の

方
々
も
出
席
し
て
用
意
し
た
50
の

席
も
み
る
み
る
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、

立
ち
見
の
方
も
後
ろ
に
数
人
出
て

大
盛
況
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

司
会
進
行
を
務
め
た
河
又
氏
も
緊

張
の
面
持
ち
で
、
開
会
の
挨
拶
を

述
べ
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
日
の
講
師
川
越
艶
子
先
生

の
話
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
の
社

会
で
忘
れ
ら
れ
た
「
挨
拶
」
を
根

底
に
、
人
へ
の
気
配
り
・
思
い
や
り
・

労
り
な
ど
が
江
戸
し
ぐ
さ
の
基
本

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
人
付
き

合
い
は
勿
論
、
商
売
の
基
本
と
な

っ
て
い
る
気
持
ち
そ
れ
が
江
戸
し

ぐ
さ
の
よ
う
で
す
ね
。

一
通
り
講
義
が
終
わ
り
、
最
後

は
実
演
で
し
た
。
人
と
人
が
す
れ

違
う
時
に
傘
を
反
対
側
に
傾
け
た

り
、
お
互
い
に
譲
り
合
っ
て
す
れ
違

う
ス
ペ
ー
ス
を
作
る
な
ど
ち
ょ
っ
と

気
を
つ
け
れ
ば
お
互
い
に
気
持
ち
の

良
く
な
る
事
ば
か
り
で
し
た
。
人

へ
の
気
遣
い
、
現
代
で
忘
れ
か
け
ら

れ
た
事
を
再
確
認
で
き
て
終
了
後

は
皆
さ
ん
満
足
そ
う
で
し
た
。

恒
例
の
平
成
24
年
度
第
3
ブ
ロ

ッ
ク
春
の
研
修
会
が
2
月
18
日
18

時
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
に
て
、
70
名
弱
の

会
員
の
参
加
者
の
も
と
、
講
師
に

料
理
評
論
家
、
山
本
益
博
氏
を
迎

え
て
開
催
さ
れ
た
。

井
上
第
11
支
部
長
の
司
会
、
榊

原
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
ブ
ロ
ッ
ク
長
挨
拶

に
続
き
、
来
賓
の
荻
窪
税
務
署
森

副
署
長
挨
拶
、
同
森
本
審
理
上
席

調
査
官
か
ら
e

－T
a
x
を
利
用
し

た
確
定
申
告
手
続
き
の
ご
案
内
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
に
よ
る
山
本
講
師
の
紹
介

を
経
て
研
修
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

始
ま
る
前
か
ら
会
場
の
雰
囲
気

が
い
つ
も
と
違
い
、皆
が
「
早
く
！
」

「
話
を
聴
き
た
い
！
」
そ
ん
な
空
気

に
満
ち
満
ち
て
い
ま
し
た
。
法
人

会
研
修
で
参
加
者
の
気
合
い
に
こ

れ
ほ
ど
圧
倒
さ
れ
た
研
修
を
私
は

知
り
ま
せ
ん
。

い
よ
い
よ
山
本
氏
の
登
場
で
す
。

話
は
、氏
が
暮
ら
す
西
荻
窪
の
〝
ち

ょ
っ
と
羨
ま
し
い
〞
下
町
人
情
話
か

ら
始
ま
り
、
氏
の
生
い
立
ち
〜
東

京
の
下
町
話
へ
と
展
開
、
そ
の
後

も
う
一つ
の
肩
書
と
も
い
え
る
落
語

評
論
家
と
し
て
の
日
々
、
そ
し
て
！

い
よ
い
よ
待
っ
て
ま
し
た
‼ 

荻
窪

グ
ル
メ
、そ
の
後
、我
々
を「
き
ゅ
ー
」

っ
と
感
動
さ
せ
た
「
イ
チ
ロ
ー
と
二

郎
（
注
：
イ
チ
ロ
ー
と
は
、
野
球
界

の
イ
チ
ロ
ー
。
二
郎
と
は
、
す
し
屋

〝
す
き
や
ば
し
次
郎
〞
店
主
、
小
野

二
郎
氏
）」
の
話
。

最
後
に
、「
美
味
し
い
も
の
を
食

べ
る
よ
り
、
も
の
を
美
味
し
く
食

べ
よ
う
」
と
い
う
氏
の
言
葉
に
、

デ
パ
ー
ト
の
贅
沢
な
食
材
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
手
軽
に
予
約
で

き
る
グ
ル
メ
店
等
、「
美
味
し
く

て
当
た
り
前
」
の
物
で
は
な
く
、

例
え
ば
お
に
ぎ
り
一
つ
愛
す
る
人

と
一
緒
に
味
わ
う
事
で
「
美
味
し

い
！
！
！
」
と
感
じ
る
。
そ
の
気 講師の山本氏

持
ち
を
大
切
に
し
な
く
て
は
い
け

な
い
と
教
わ
っ
た
よ
う
に
思
う
。

氏
の
講
演
は
、
た
く
さ
ん
美
味

し
く
て
ち
ょ
っ
ぴ
り
胸
が
熱
く
な

る
素
敵
な
1
時
間
半
で
し
た
。

引
き
続
き
渡
辺
第
13
支
部
長
の

司
会
に
よ
り
、
山
本
氏
を
囲
ん
だ
、

懇
親
会
と
な
っ
た
。
本
部
か
ら
出

席
頂
い
た
井
口
副
会
長
の
挨
拶
、

國
保
第
14
支
部
長
の
乾
杯
の
音
頭

と
共
に
皆
で
美
味
し
い
一
口
を
頂

き
、
そ
の
後
、
会
員
同
士
の
交
流

の
場
と
な
っ
た
。
最
後
は
斉
藤
研

修
副
委
員
長
の
中
締
め
に
よ
り
、

会
員
各
位
、
有
意
義
な
早
春
の
夜

を
後
に
し
た
。
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ー
マ
は
「
法
律
家
の
便
利
な
活
用

法
〜
相
続
・
事
業
継
承
の
観
点
か

ら
〜
」
で
し
た
。〝
法
律
〞
と
い
う

言
葉
が
出
て
く
る
だ
け
で
、
堅
い

研
修
内
容
を
想
像
し
て
し
ま
い
そ

う
で
す
が
、
以
前
に
大
ヒ
ッ
ト
し

た
「
犬
神
家
の
一
族
」
の
話
に
た
と

え
て
、
大
変
わ
か
り
易
く
、
ま
た

興
味
深
く
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

研
修
会
の
後
は
、
各
委
員
会
の

担
当
委
員
か
ら
委
員
会
報
告
が
あ

り
、
中
原
第
18
支
部
長
の
閉
会
の

挨
拶
に
て
、
第
一
部
の
研
修
会
を

終
了
致
し
ま
し
た
。

続
い
て
第
二
部
の
懇
親
会
は
宍

戸
第
16
支
部
長
の
司
会
の
も
と
、

田
中
組
織
委
員
長
の
乾
杯
の
あ

い
さ
つ
で
始
ま
り
、
支
部
を
超
え

て
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
会
員
の
方
々
が
、

第
5
ブ
ロ
ッ
ク
は
3
月
18
日
東

信
閣
に
て
、
講
師
に
第
一
生
命
経

済
研
究
所
主
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
永

濱
利
廣
氏
を
迎
え
ブ
ロ
ッ
ク
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。
荻
窪
税
務
署

か
ら
森
副
署
長
、
小
茄
子
川
第
１

統
括
官
、
森
本
審
理
上
席
調
査
官

が
ご
出
席
さ
れ
、
嶋
ブ
ロ
ッ
ク
長
、

森
副
署
長
の
ご
挨
拶
、
森
本
審
理

上
席
調
査
官
か
ら
e

－

T
a
x
を

利
用
し
た
確
定
申
告
手
続
き
の

ご
案
内
の
あ
と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
3
本
の
矢
に
つ
い
て
、
分
か
り

や
す
く
解
説
頂
き
ま
し
た
。「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
3
本
の
矢
（
金
融

政
策
・
財
政
政
策
・
成
長
戦
略
）」

の
中
で
、
景
気
は
す
で
に
昨
年
11

月
で
底
打
ち
を
し
て
い
る
こ
と
、

海
外
経
済
の
中
国
以
外
は
回
復

に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
、
イ
ン
フ

ラ
の
更
新
が
今
後
必
要
で
公
共
投

資
が
多
く
な
る
こ
と
、
T
P
P
、

F
T
A
へ
積
極
的
に
参
加
し
な
け

れ
ば
、
世
界
か
ら
取
り
残
さ
れ
る

第
5
ブ
ロ
ッ
ク

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

3
本
の
矢
に
つ
い
て

第
5
ブ
ロ
ッ
ク 
中
山
一
昭

こ
の
度
、
第
4
ブ
ロ
ッ
ク
春
季
研

修
会
を
去
る
2
月
13
日
に
久
我
山

稲
荷
神
社
に
お
き
ま
し
て
開
催
致

し
ま
し
た
。
40
名
の
方
の
ご
出
席

を
頂
き
、
荻
窪
税
務
署
か
ら
は
森

副
署
長
、
小
茄
子
川
第
１
統
括
官

が
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
6
時
か
ら
開
会
と
な
り
、

秦
ブ
ロ
ッ
ク
長
か
ら
ご
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
荻
窪
税
務
署
の
森
副

署
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
小
茄
子
川
第
１
統

括
官
か
ら
e

－

Ta
x
を
利
用
し
た

確
定
申
告
手
続
き
の
ご
案
内
を
頂

き
ま
し
た
。
申
告
書
の
作
成
も
大

変
簡
単
で
わ
か
り
や
す
く
、
24
時

間
い
つ
で
も
使
え
る
の
で
忙
し
い
方

に
は
是
非
と
も
お
す
す
め
し
ま
す
。

今
回
の
研
修
会
は
当
ブ
ロ
ッ
ク
の

会
員
で
も
あ
る
、〝
お
は
な
行
政
書

士
事
務
所
〞
の
久
保
美
穂
子
所
長

に
講
師
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
テ

第
4
ブ
ロ
ッ
ク

法
律
家
の
便
利
な
活
用
法

〜
相
続
・
事
業
継
承
の
観
点

か
ら
〜

第
4
ブ
ロ
ッ
ク 
永
田
政
弘

こ
と
。
成
長
分
野
の
市
場
を
育
成

し
て
い
く
こ
と
、
家
計
へ
の
恩
恵

は
、過
去
の
デ
ー
タ
か
ら
す
る
と
、

あ
と
1
年
の
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る

も
の
の
良
く
な
る
等
、
久
し
ぶ
り

に
明
る
い
話
が
展
開
さ
れ
、
参
加

者
の
閉
鎖
感
も
先
が
見
え
て
来
た

と
の
期
待
が
膨
ら
み
ま
し
た
。
続

い
て
平
井
副
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
司
会

で
第
2
部
が
始
ま
り
、
柴
田
副

会
長
の
乾
杯
の
あ
と
、
景
気
の
明

る
さ
が
期
待
出
来
る
講
演
の
後
だ

け
に
和
や
か
に
懇
親
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
し
っ
か
り
と

近
隣
の
方
々
と
の
懇
親
を
深
め
、

情
報
交
換
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
田
辺
副
ブ
ロ
ッ
ク
の
音
頭
で

中
身
の
あ
る
楽
し
い
研
修
会
は
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

平成25年2月19日、新宿のハイアットリージェンシー東京にて、税制セミナーが開催されました。
◎第1講座「平成25年度税制改正について」講師：財務省大臣官房審議官　太田充氏　◎第2講座「阿部政権と税制の課題―法
人税を中心に―」講師：中央大学法学科大学院教授　森信茂樹氏
今回は、第一講座の内容をご紹介します。

平成2年（バブルの頃）の歳入は60兆円（ちなみに歳出は69兆円）をピークとして、年々歳入は減少し続け、平成25年では歳入を43兆
円と見込んでいる。
大幅な歳入の減少と反比例するように、歳出は93兆円に増えている。
この差額は、国債で賄われているが、これは「将来への借金」であり、早急に改善していかないといけない状況にあります。
歳出の増加原因として、高齢化社会による「社会保障関係費の増加」が挙げらます。

「社会保障財源の安定」を達成すべく、次のような改正がおこなわれました。

主な税制改正の内容は次の通りです。

〔1〕 個人所得課税
 1. 所得税の最高税率の見直し（課税所得 4 ,000

万円超　45％税率）
 2 . 金融・証券税制（日本版ISA）
 3 . 住宅税制（消費税増税にともなう住宅ローン控

除の拡充ほか）
 4 . 復興支援のための税制上の措置（高台移転のた

めの譲渡所得の特別控除）

今回の改正のなかで、いわゆる事業承継税制の要件緩和については、「法人会で従来から要望してきたもの」であり、
その一部が認められた結果になりました。今後もよりよい税制をめざして、法人会は活動を続けていきます。

荻窪法人会では皆様の税制改正に関する要望を募集しております。

〔3〕 法人課税
 1. 民間投資の喚起と雇用・所得の拡大
 （生産設備の特別償却・特別控除）
 2 . 中小企業対策・農林水産業対策
 （経営改善設備投資の特別償却・特別控除）
 3 . 復興支援のための税制上の措置
 （避難対象雇用者等の雇用に伴う税額控除）
 4 . その他の租税特別措置等（中小法人の交際費課税特例を拡充）

〔2〕 資産課税
 1. 相続税・贈与税の見直し（相続税の基礎控除

見直しほか）
 2 . 事業承継税制
 「非上場株式等に係る相続税制等の納税猶予制

度」の要件緩和で使いやすく
 3 . 教育資金の一括贈与に係る贈与税の非課税措置
 4 . 復興支援のための税制上の措置（大震災の津

波地区の固定資産税等の免除）

〔4〕 消費課税
 衝突被害軽減ブレーキの搭載車の

「自動車重量税・自動車取得税の
特例」を対象拡大

〔5〕 納税環境整備
 1. 延滞税等の見直し（現在の低金

利状況に合わせて引き下げ ）

平 成 2 5 年  税 制 セ ミ ナ ー の ご 報 告

講師： 中央大学法学科大学院教授　森信茂樹氏

小林誉光　税制副委員長

租税等に関連する各種の講演会や勉強会の開催をはじめ、政府、国会に対する要望活動等、会員のための活動を行っています。
特に、毎年行われる税制改正要望に関するアンケート調査とその取りまとめについて検討会を開催し、荻窪法人会の会員企業
の皆様の要望を実現できるように努めております。税制改正要望について、ご意見・ご要望がありましたら、税制委員会までご
連絡をいただきたいと思います。

税制委員会とは

そ
れ
ぞ
れ
食
事
を
と
り
な
が
ら

情
報
交
換
を
さ
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
ま
ま
、
中
川
第
17
支

部
長
の
中
締
め
に
よ
り
お
開
き
と

な
り
ま
し
た
。

上）あいさつする秦ブロック長　下）講師の久保美穂子氏

左）あいさつする嶋ブロック長　右）研修会の様子

講師の永濱利廣氏
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鹿野修二広報委員長

小竹良夫会長

保坂房雄副会長

水島隆年名誉会長

宇田川紀通顧問（元副会長）

坂田幸彦顧問（前副会長）

真野大広報副委員長

岡博之広報副委員長

諸先輩の座談会
本 音 ト ー ク の 座 談 会 S E R I E S

鹿
野　

法
人
会
は
4
月
か
ら
公
益
法
人

に
移
行
し
ま
す
。
今
後
の
方
向
に
つ
い
て

先
輩
方
の
意
見
を
お
聞
き
し
た
い
と
企
画

し
ま
し
た
。
小
竹
会
長
か
ら
公
益
法
人
に

な
る
意
味
を
お
聞
き
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

小
竹　

公
益
法
人
化
に
つ
い
て
は
会
報
に

寄
稿
す
る
予
定
で
す
。
今
日
、
先
輩
方

の
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
は
大
変
に
い
い
機

会
を
作
っ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

法
人
会
は
今
年
で
設
立
62
年
に
な
り
ま

す
。
当
初
22
間
が
任
意
団
体
で
社
団
化

し
て
か
ら
は
、
39
年
に
な
り
ま
す
。
今
回

の
公
益
認
定
に
よ
り
、
法
人
会
は
よ
り
公

益
性
の
高
い
団
体
と
し
て
改
め
て
認
め
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
当
初
、
荻
窪
法

人
会
は
数
百
人
で
ス
タ
ー
ト
し
て
、
現
在

2
5
0
0
社
で
す
。
世
代
的
に
も
、
第

1
世
代
の
方
々
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
ら
れ

て
、
第
2
世
代
の
方
々
も
そ
ろ
そ
ろ
引
退

と
い
う
時
期
で
、
今
は
第
3
世
代
に
入
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
会
の
目
的
、

役
割
は
変
わ
っ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
3

月
の
理
事
会
で
今
年
度
の
役
員
の
任
期
が

終
わ
り
ま
す
。
一
泊
研
修
と
い
う
形
で
慰

労
会
と
公
益
化
に
つ
い
て
の
話
を
、
理
事

会
の
議
題
に
し
て
い
ま
す
。
今
日
は
先
輩

方
の
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
立
場
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

鹿
野
　
62
年
間
法
人
会
が
培
っ
て
き
た
も

の
は
ど
う
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

宇
田
川　

私
の
立
場
か
ら
い
く
と
、
銀
行

に
入
っ
て
8
年
。
そ
の
後
、
地
元
に
帰
っ

て
会
社
を
継
ぎ
ま
し
た
。
地
元
の
若
手
の

経
営
者
の
人
た
ち
と
の
接
点
が
な
く
、
自

分
で
は
な
か
な
か
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
中
で
法
人
会
の
青

年
部
会
を
紹
介
し
て
い
た
だ
ま
し
た
。
そ

れ
が
非
常
に
自
分
と
し
て
は
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
ま
す
。
法
人
会
は
税
務
行
政
の
外

郭
団
体
と
い
う
こ
と
で
、
納
税
の
高
揚
を

始
め
職
務
は
充
分
に
果
た
せ
た
と
思
い
ま

す
。
私
は
法
人
会
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
、
そ
の
後
、
東
京
商
工
会
議
所
の
杉
並

支
部
の
支
部
会
長
と
い
う
立
場
で
公
益
と

い
う
か
、
杉
並
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
荻

窪
法
人
会
の
い
い
部
分
を
踏
襲
し
て
、
こ

の
東
商
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
後
は
ま
す
ま
す
社
会
貢
献
に
重

点
を
置
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
経
済
団

体
と
し
て
産
業
協
会
、
商
連
や
法
人
会
も

含
め
て
、
関
係
団
体
の
1
つ
と
し
て
協
調

し
て
や
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
の
か
な
と
。

そ
れ
は
や
は
り
、
地
域
の
活
性
化
と
い
う

の
が
一
番
大
き
い
部
分
で
、
そ
れ
は
連
携

し
て
で
き
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

水
島　

法
人
会
は
、
終
戦
に
な
っ
て
、
シ

ャ
ウ
プ
勧
告
そ
の
他
で
、
申
告
納
税
制
度

荻窪法人会らしい社会・地域貢献とは？
荻窪音楽祭などの地元イベントに協力して地域にPRし、
社会的に認められる団体に
荻窪法人会は2013年4月に社団法人から公益社団法人に移行します。この大きな節目に
法人会としてどう進んでいけば良いのか、これまで法人会を築いてこられた諸先輩方にご意
見を伺い、公益法人へ移行してからの指針のヒントとなるようにこの座談会を企画しました。

毎号、座談会を組んでいます。テーマは毎回替わります。定期的なテーマを題材にしたり、その時々の話題に沿って
話を進める場合もあります。会員勧奨や社会貢献など話の幅は大きく設定しますが、法人会への思障ない意見を聞きます。

座談会について

出席者： 小竹良夫会長
 保坂房雄副会長
 水島隆年名誉会長
 宇田川紀通顧問（元副会長）
 坂田幸彦顧問（前副会長）
司　会： 鹿野修二広報委員長
 真野大広報副委員長
 岡博之広報副委員長

を
や
る
団
体
と
い
う
流
れ
で
社
会
貢
献
委

員
会
が
、
ス
タ
ー
ト
し
た
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。

宇
田
川　

東
商
の
話
で
申
し
訳
な
い
ん
で

す
け
ど
も
、
3
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
1

つ
は
政
策
要
望
提
言
。
そ
れ
は
杉
並
区
や

東
京
都
に
対
し
て
も
、
そ
れ
か
ら
国
に
対

し
て
も
政
策
の
要
望
提
言
を
し
て
ま
す
。

2
番
目
は
企
業
支
援
で
、
融
資
も
や
っ
て

い
ま
す
。
あ
る
い
は
講
習
会
と
か
、
人
員

の
採
用
と
か
募
集
。
あ
る
い
は
異
業
種
交

流
と
か
、
マ
ッ
チ
ン
グ
。
3
番
目
は
地
域

貢
献
。
地
域
の
活
性
化
で
す
。
私
は
荻
窪

法
人
会
も
柱
を
あ
る
程
度
明
確
に
し
て
、

そ
れ
を
見
直
す
こ
と
も
よ
い
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
人
は
全
体
的
に
ル
ー
ル
を
守
る
の

は
好
き
だ
け
ど
、
ル
ー
ル
を
作
る
の
が
下

手
だ
と
。
こ
れ
は
世
界
的
に
み
て
も
日
本

人
は
非
常
に
勤
勉
で
努
力
家
で
働
き
者
だ

を
確
立
す
る
こ
と
で
、
納
税
団
体
と
し
て

大
蔵
省
に
協
力
し
て
き
た
流
れ
が
あ
り

ま
す
。
荻
窪
の
経
営
者
の
皆
さ
ん
が
共
に

納
税
団
体
の
一
部
と
し
て
、
切
磋
琢
磨
し

て
、
育
っ
て
き
た
の
が
法
人
会
だ
と
思
い

ま
す
。
今
回
、
公
益
社
団
化
を
す
る
こ
と

で
、
5
割
の
事
業
を
公
益
事
業
に
ま
わ
さ

な
く
て
は
い
け
な
い
。
要
す
る
に
法
人
会

の
会
員
以
外
の
方
に
50
％
以
上
の
事
業
を

し
な
い
と
、
公
益
法
人
と
し
て
認
め
な
い

と
い
う
公
益
法
の
問
題
が
あ
る
。

　

今
ま
で
は
大
蔵
省
、
東
京
国
税
局
の
中

で
活
躍
し
て
き
た
の
が
、
今
後
、
監
督
官

庁
が
東
京
都
に
な
る
。
今
後
、
荻
窪
税

務
署
と
の
関
係
を
よ
く
考
え
な
い
と
、
公

益
化
と
い
わ
れ
る
中
で
、
よ
き
経
営
者
の

団
体
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
離
れ

て
い
く
の
は
寂
し
い
。
流
れ
と
し
て
は
半

分
は
公
益
、
一
般
の
人
た
ち
に
社
会
貢
献

を
し
て
い
く
と
い
う
事
業
を
や
っ
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
の
か
な
と
。
こ
れ
を

今
後
小
竹
会
長
以
下
若
い
人
た
ち
が
、
ど

う
、
両
立
さ
せ
て
い
く
か
が
1
つ
の
ポ
イ

ン
ト
か
な
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
ま
す
。

鹿
野　

保
坂
さ
ん
、
よ
く
法
人
会
は
仲
間

だ
と
い
う
話
を
さ
れ
ま
す
。

保
坂　

私
が
入
っ
た
当
初
の
青
年
部
会
は

う
ち
の
先
代
に
い
わ
せ
る
と
あ
の
会
は
遊

ん
で
ば
っ
か
り
い
る
か
ら
お
ま
え
は
入
ら

な
い
ほ
う
が
い
い
と
、
し
ば
ら
く
止
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
初
め
は
知
っ
て
る
の
が

同
級
生
1
人
で
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
知
り

合
い
に
な
っ
て
、
飲
ん
で
、
仲
間
に
な
っ

て
経
営
の
話
や
お
互
い
に
助
け
た
り
と
か

が
盛
ん
だ
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
ん
で
す
。

そ
う
い
う
面
で
、
水
島
さ
ん
に
は
面
倒
も

見
て
い
た
だ
い
た
し
、
気
持
ち
的
に
は
や

っ
ぱ
り
人
間
を
信
用
し
て
る
か
ら
、
甘
え

て
い
ら
れ
た
ん
で
す
ね
。

　

現
在
、
産
業
協
会
の
会
長
を
し
て
い
ま

す
。
本
来
、
長
に
な
る
こ
と
自
体
が
私
の

性
分
じ
ゃ
な
い
と
。
下
働
き
で
人
を
助
け

る
の
が
好
き
な
の
で
援
助
す
る
方
が
よ
い

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
今
は
立
場
上
、

そ
れ
は
そ
れ
で
ち
ゃ
ん
と
や
っ
て
い
か
な

き
ゃ
い
け
な
い
と
思
っ
て
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
公
益
法
人
に
な
っ
て
も
、
仲
間
づ

く
り
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
会
で
も
、

仲
間
が
い
な
い
で
、
各
々
で
勝
手
な
こ
と

を
や
っ
て
い
た
の
で
は
、
す
べ
て
ま
と
ま

ら
な
い
。
社
会
貢
献
委
員
会
で
委
員
長
を

や
り
ま
し
た
け
ど
も
、
そ
の
こ
ろ
は
、
な

ん
で
法
人
会
で
社
会
貢
献
な
ん
だ
よ
と
い

う
感
覚
で
し
た
が
、
そ
れ
が
今
は
だ
ん
だ

ん
公
益
と
い
う
こ
と
で
、
メ
ー
ン
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

鹿
野　

社
会
貢
献
と
い
う
話
が
出
ま
し
た

け
ど
、
そ
の
経
緯
は
全
法
連
の
方
の
意
向

も
あ
っ
た
の
で
す
か
。

小
竹　

そ
れ
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

納
税
協
力
団
体
か
ら
良
き
経
営
者
の
団

体
、
そ
し
て
地
域
に
密
着
し
た
社
会
貢
献

公
益
法
人
に
な
る
意
味

法
人
会
は
仲
間

社
会
貢
献
委
員
会
設
立
の
経
緯

法
人
会
と
商
工
会
議
所
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と
思
い
ま
す
が
、
逆
に
ア
メ
リ
カ
と
か
イ

ギ
リ
ス
と
か
の
発
想
力
で
世
界
的
な
ル
ー

ル
を
作
る
の
が
苦
手
な
の
で
は
と
思
う
の

で
、
そ
う
い
う
発
想
も
必
要
な
の
か
と
思

い
ま
す
。

小
竹　

商
工
会
議
所
の
会
議
に
出
席
し
た

と
き
、
水
島
さ
ん
が
「
商
工
会
議
所
の
会

員
た
ち
も
や
っ
と
自
分
た
ち
の
意
見
を
発

言
し
、
自
分
た
ち
で
行
動
を
と
り
始
め
た
」

と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
。
行
政

の
指
導
や
支
援
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち

で
地
域
を
よ
く
す
る
こ
と
を
考
え
て
行
動

す
る
商
工
会
議
所
を
目
指
そ
う
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
荻
窪
法
人
会

も
長
年
の
強
み
で
あ
る
組
織
力
や
人
間
関

係
そ
し
て
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い

地
域
貢
献
、
社
会
貢
献
、
他
の
経
済
団
体

地
域
と
交
流
や
連
携
な
ど
、
商
工
会
議
所

や
商
連
と
は
違
う
立
場
で
公
益
法
人
に
相

応
し
い
貢
献
活
動
が
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

鹿
野　

商
工
会
議
所
と
、
法
人
会
は
ど
こ

が
違
う
の
か
な
と
感
じ
る
方
が
い
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
が
。

宇
田
川　

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
法
人
会

は
税
務
団
体
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す

が
、
商
工
会
議
所
は
産
業
振
興
が
主
目
的

な
の
で
、
杉
並
区
の
産
業
活
性
化
が
主
体

的
で
す
。
た
だ
杉
並
区
は
85
％
は
緑
豊
か

な
住
宅
土
地
と
い
う
こ
と
を
う
た
っ
て
い

ま
す
の
で
、
産
業
振
興
は
な
か
な
か
難
し

い
。
そ
こ
で
、
私
ど
も
は
安
心
・
安
全
と

い
う
町
づ
く
り
の
1
つ
と
し
て
、
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

杉
並
区
全
区
が
防
犯
カ
メ
ラ
で
統
合
さ

れ
れ
ば
、
オ
ー
ル
杉
並
で
安
心
・
安
全
と

い
う
の
は
で
き
て
く
る
。
そ
う
い
う
連
携

を
含
め
て
住
み
よ
い
町
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
必
要
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の

中
で
法
人
会
は
充
分
に
地
元
密
着
と
い
う

部
分
で
、
も
っ
と
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

や
貢
献
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

鹿
野　

先
ほ
ど
地
元
貢
献
と
い
う
話
で
杉

並
建
設
防
災
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。

水
島　

各
企
業
、
各
個
人
が
区
民
に
対

し
て
、
区
役
所
に
対
し
て
、
何
が
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
時
代
で
し
ょ
う

と
。
建
設
業
界
は
区
役
所
に
お
世
話
に
な

り
、
か
つ
区
民
に
お
世
話
に
な
っ
て
、
区

役
所
の
仕
事
も
や
っ
て
き
た
。

　

そ
れ
は
や
は
り
区
民
の
命
、
財
産
を
守

る
、
防
災
と
い
う
も
の
に
建
設
業
の
持
っ

て
る
特
性
を
い
か
し
て
、
協
力
し
よ
う
と
。

基
本
的
に
は
小
学
校
・
中
学
校
に
震
災
救

援
所
が
で
き
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
少
な

く
と
も
建
設
業
者
が
1
社
ず
つ
貼
り
つ
こ

う
と
。

　

今
後
法
人
会
も
商
工
会
議
所
も
、
経
営

者
の
団
体
と
し
て
、
ど
れ
だ
け
地
域
に
貢

献
す
る
か
、
返
せ
る
か
、
助
け
ら
れ
る
か
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
奉
仕
、
ま
た
は
寄
付

を
す
る
な
ど
、
利
益
を
得
た
と
き
に
、
富

の
い
く
ば
く
か
を
社
会
に
戻
す
と
い
う
精

神
が
な
い
と
、
国
は
も
た
な
い
ん
だ
な
と
。

今
の
公
益
法
人
化
と
い
う
大
き
な
流
れ
は

そ
ん
な
こ
ろ
に
も
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

鹿
野　

4
月
か
ら
公
益
法
人
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
、
60
年
間
培
っ
て
き
た
法
人
会

の
知
恵
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

坂
田　

法
人
会
が
し
て
き
た
こ
と
っ
て
い

う
の
は
、
や
は
り
最
初
の
こ
ろ
は
多
く
の

人
が
参
加
し
て
、
多
く
の
人
が
税
金
を
ど

う
や
っ
た
ら
節
税
で
き
る
か
と
い
う
勉
強

を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
税
務
署
が
主

導
す
る
勉
強
会
で
、
会
社
の
税
金
を
払
う

に
あ
た
っ
て
の
税
金
が
少
な
く
な
る
方
法

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
で
一
番
関
係
あ
っ
た
の
が
、
研

究
開
発
費
で
、
研
究
開
発
費
の
あ
る
部
分

が
、
所
得
か
ら
免
除
に
な
っ
て
、
あ
る
部

分
が
税
額
免
除
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
知

識
を
得
る
た
め
の
会
合
に
出
る
と
い
う
感

じ
で
し
た
。

鹿
野　

少
し
ず
つ
や
っ
ぱ
り
そ
れ
が
変
化

し
た
？

坂
田　

そ
う
い
う
知
識
が
深
ま
り
広
が
っ

た
後
は
、
法
人
会
の
目
的
が
変
わ
っ
て
い

っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
互
い

に
会
員
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
て
い
ろ
ん
な

も
の
を
高
め
て
い
く
。
例
え
ば
他
の
会
社

見
学
を
し
て
、
仕
事
の
や
り
方
や
考
え
方

を
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
す
ご
く
役
に
立

っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
竹　

わ
が
国
の
財
政
が
苦
し
い
中
、
民

間
の
行
政
に
対
す
る
協
力
は
益
々
重
要
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
法
人
会
は
、
納
税
道

義
の
高
揚
、
自
主
申
告
制
度
を
普
及
さ
せ

る
役
割
を
は
た
し
て
き
ま
し
た
。
公
益
社

団
法
人
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
結

果
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
法
人
会
の
役
員

や
会
員
は
、
社
会
的
に
認
め
ら
れ
た
団
体

の
一
員
で
あ
り
、
大
い
に
誇
り
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
く
立
場
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

宇
田
川　

先
ほ
ど
の
小
竹
会
長
の
考
え
方

を
も
う
1
度
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
、
共

有
さ
れ
た
ら
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　

た
だ
や
は
り
、
私
は
継
続
し
て
そ
の
趣

旨
に
則
っ
た
人
が
会
員
に
な
っ
て
い
け
ば

い
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
会
員
を
増
や
す
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
け
れ
ど
も
、
意

識
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
が
大
事
な
ん
だ

と
思
い
ま
す
。

鹿
野　

今
の
話
で
す
と
、
組
織
の
あ
り
方

と
し
て
、
質
の
問
題
。
組
織
率
だ
け
で
な

く
質
を
高
め
て
い
っ
て
、
そ
の
中
で
い
か

に
社
会
貢
献
を
し
て
い
く
か
、
と
い
う
よ

う
な
話
だ
と
聞
き
ま
し
た
。

小
竹　

組
織
と
い
う
の
は
大
変
に
大
事
な

部
分
だ
と
思
い
ま
す
。
組
織
率
の
強
化
は

会
の
基
盤
づ
く
り
あ
る
し
、
高
い
組
織
率

が
会
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
荻

窪
法
人
会
の
組
織
率
の
高
さ
は
、
当
会

の
伝
統
と
実
績
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま

す
。
税
政
に
つ
い
て
で
す
が
、
法
人
会
も

公
益
化
に
伴
い
税
務
協
力
と
と
も
に
、
税

政
要
望
に
つ
い
て
も
強
化
し
て
い
く
課
題

だ
と
思
い
ま
す
。
商
工
会
議
所
の
税
制
委

員
会
は
大
変
に
活
発
で
す
。
税
制
委
員
会

が
1
年
ご
と
に
作
成
す
る
税
制
改
正
要
望

は
、
政
府
や
与
党
、
そ
の
他
に
働
き
か
け

て
、
中
小
企
業
の
立
場
で
日
本
の
税
法
を

変
え
て
い
く
と
い
う
意
欲
・
意
識
が
見
え

ま
す
。
法
人
会
も
商
工
会
議
所
の
パ
ワ
ー

を
参
考
に
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

鹿
野　
こ
こ
1
～
2
年
、
小
竹
会
長
の
提

案
で
、
毎
年
一
回
、
区
議
団
と
意
見
交
換

を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

小
竹　

区
議
団
と
地
域
振
興
の
政
策
要
望

を
す
る
た
め
の
機
会
を
持
ち
ま
し
た
。
法

人
会
の
要
望
内
容
は
基
本
的
に
は
商
工
会

議
所
と
同
じ
内
容
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た

逆
に
、
商
工
会
議
所
が
地
域
振
興
を
実
行

す
る
に
あ
た
り
、
第
1
ブ
ロ
ッ
ク
が
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
の
活
動
に
協
力
し
ま
し
た
。

法
人
会
の
強
い
部
分
で
あ
る
組
織
力
や
人

間
関
係
の
強
さ
を
使
っ
た
と
思
い
ま
す
。

商
工
会
議
所
の
地
域
振
興
の
テ
ー
マ
を
、

荻
窪
法
人
会
の
メ
ン
バ
ー
が
実
行
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
法
人
会
と
商
工
会
議
所
の

良
い
連
携
の
一
例
だ
と
思
い
ま
す
。

鹿
野　

町
会
や
企
業
が
グ
ル
ー
プ
を
組
ん

で
何
か
を
す
る
。
先
ほ
ど
水
島
さ
ん
の
建

設
協
議
会
も
そ
う
で
す
が
、
も
う
少
し
具

体
的
に
何
か
進
め
て
い
く
。
そ
の
た
め
の

情
報
を
共
有
す
る
場
所
。
商
工
会
議
所
な

ら
商
工
会
議
所
で
、
こ
こ
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
ほ
と
ん
ど
の
方
が
副
会
長
、会
長
で
す
。

保
坂　

今
小
学
校
で
、
子
ど
も
の
、
な
ん

て
い
っ
た
か
な
、
グ
リ
ー
ン
の
下
敷
き
み

た
い
な
の
貼
っ
て
く
れ
っ
て
い
わ
れ
た
の
、

何
か
あ
っ
た
と
き
に
子
ど
も
を
こ
こ
に
、

そ
れ
が
貼
っ
て
あ
る
と
こ
ろ
に
飛
び
込
め

っ
て
い
う
の
。

　

そ
れ
は
地
域
で
や
っ
て
ま
す
が
、
法
人

会
で
ど
こ
ま
で
会
員
が
そ
れ
の
補
助
が
で

き
る
か
。
余
裕
の
あ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う

し
、
や
る
こ
と
は
悪
く
な
い
と
思
う
ん
で

法
人
会
と
商
工
会
議
所
の
違
い

杉
並
建
設
防
災
協
議
会
と

地
域
貢
献

会
員
の
意
識
を
高
め
る

区
議
団
と
意
見
交
換

60
年
間
培
っ
て
き
た

法
人
会
の
知
恵
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す
け
ど
、
ど
こ
ま
で
で
き
る
か
な
と
い
う

よ
う
な
心
配
は
し
て
ま
す
。
先
ほ
ど
水
島

さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
か
、
寄
付

と
い
う
か
、
社
会
貢
献
と
い
う
こ
と
で
、

法
人
会
も
公
益
化
し
た
な
ら
何
ら
か
の
協

力
、
要
請
が
あ
れ
ば
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

坂
田　

実
は
よ
く
分
か
ん
な
い
ん
で
す
け

ど
も
、
社
会
貢
献
っ
て
い
う
こ
と
が
。
法

人
会
員
の
た
め
に
や
る
の
を
社
会
貢
献
じ

ゃ
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う

も
話
が
違
う
み
た
い
。

保
坂　

公
益
法
人
化
に
よ
っ
て
、
一
般
的

に
杉
並
区
民
な
り
、
一
般
の
人
た
ち
も
仲

間
に
入
れ
て
と
。

坂
田　

そ
こ
で
、
具
体
的
に
何
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
法
人
会
は
会
員
数
が

2
5
0
0
社
あ
り
ま
す
が
、
社
会
貢
献
と

い
う
の
は
、
目
的
、
考
え
方
な
ど
違
う
人

た
ち
が
、
1
つ
の
方
向
で
何
か
や
ら
な
き

ゃ
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
が
ほ
ん
と

に
で
き
る
の
？
と
い
う
感
じ
で
す
。
今
ま

で
過
去
に
や
っ
て
い
た
社
会
貢
献
と
い
う

の
は
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
け
れ
ど
も
、
あ
ま
り
法
人
会
と

し
て
特
色
が
あ
る
社
会
貢
献
と
い
う
の
が

で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

保
坂　

そ
ん
な
こ
と
な
い
で
し
ょ
う
。
今

ま
で
社
会
貢
献
で
荻
窪
陸
橋
の
落
書
き
消

し
な
ど
、
ま
だ
社
会
貢
献
自
体
、
歴
史
が

新
し
い
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
や

っ
て
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
も
う
少
し

広
め
て
や
っ
て
い
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か

な
と
思
い
ま
す
。

小
竹　

公
益
化
す
る
に
あ
た
り
、
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
が
、
現
在
の
荻
窪
法
人
会
の
事

業
内
容
や
、
予
算
の
配
分
を
検
証
し
て
、

既
存
の
活
動
が
公
益
基
準
の
50
％
で
あ
る

公
益
性
の
あ
る
社
会
貢
献
活
動
事
業
と

予
算
配
分
に
か
な
っ
て
い
る
と
判
断
し
て

い
ま
す
。
現
在
行
っ
て
い
る
、
青
少
年
に

対
す
る
租
税
教
育
や
、
荻
窪
音
楽
祭
の
協

賛
コ
ン
サ
ー
ト
、
健
康
セ
ミ
ナ
ー
、
公
会

堂
で
の
講
演
会
な
ど
は
区
民
の
方
々
に
も

参
加
で
き
る
社
会
貢
献
活
動
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
e

－

T
a
x
の
普
及
推
進
、

税
の
P
R
の
た
め
の
パ
レ
ー
ド
な
ど
は
、

税
務
当
局
と
の
新
し
い
協
力
活
動
だ
と

思
い
ま
す
。
納
税
協
力
と
会
員
の
為
の
事

業
、
社
会
貢
献
活
動
と
バ
ラ
ン
ス
よ
く
や

っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

坂
田　

私
が
い
い
た
か
っ
た
の
は
、
法
人

会
ら
し
い
社
会
貢
献
を
見
出
さ
な
い
と
、

他
の
団
体
と
同
じ
よ
う
な
形
な
る
の
は
お

か
し
い
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
。

　

そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
と
、
法
人
会
員

と
し
て
の
価
値
と
い
う
の
を
見
つ
け
ら
れ

な
い
の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
よ
う
な
気

が
し
て
い
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
先
ほ
ど
の
例
で
、
子
ど
も

た
ち
の
納
税
教
育
を
ち
ゃ
ん
と
や
ろ
う

と
。
そ
れ
が
今
み
た
い
に
、
学
校
で
作
文

書
か
せ
て
お
し
ま
い
に
す
る
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
何
か
も
う
ち
ょ
っ
と
、
本
当
に
子
ど

も
た
ち
が
、
税
金
を
納
め
る
と
将
来
自
分

た
ち
に
い
い
こ
と
が
あ
る
よ
と
い
う
こ
と

が
分
か
る
よ
う
な
方
向
で
も
っ
て
い
こ
う

と
い
う
話
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

小
竹　

東
法
連
が
毎
年
行
っ
て
い
る
租
税

教
育
、
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
で
の
子
供
の
税
務

署
体
験
は
大
き
く
マ
ス
コ
ミ
で
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

保
坂　

絵
葉
書
コ
ン
ク
ー
ル
も
、
小
学
校

の
5
〜
6
年
生
に
税
に
対
す
る
絵
葉
書
と

い
う
こ
と
で
募
集
し
て
ま
す
け
ど
、
ま
さ

に
そ
う
い
う
ふ
う
な
、
税
は
こ
う
い
う
ふ

う
な
、
ま
あ
消
防
車
書
い
て
、
パ
ト
カ
ー

書
い
た
り
し
て
、
そ
ん
な
こ
と
で
絵
葉
書

が
出
て
ま
す
。

鹿
野　

先
日
の
N
H
K
の
朝
の
番
組
で
荻

窪
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
の
放
映

で
少
し
人
の
出
入
り
が
多
く
な
っ
た
と
い

う
話
で
す
。
要
す
る
に
も
う
少
し
荻
窪
ら

し
さ
を
具
体
的
に
P
R
し
て
い
く
と
、
ま

た
違
っ
た
集
客
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
住

宅
街
だ
け
の
イ
メ
ー
ジ
で
。
そ
の
中
か
ら

少
し
掘
り
起
こ
し
て
い
く
と
、
あ
あ
、
荻

窪
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
な
ん
だ
な
と
い
う

の
で
、
人
が
集
ま
っ
て
来
る
。

水
島　

坂
田
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ

う
に
、
法
人
会
ら
し
い
社
会
貢
献
と
い
う

も
の
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

法
人
会
そ
の
も
の
が
社
会
貢
献
な
ん
だ
よ

と
い
う
意
識
が
で
き
て
く
れ
ば
、
法
人
会

に
入
っ
て
、
自
分
の
会
社
が
も
う
か
る
よ

う
に
す
る
の
も
社
会
貢
献
な
ん
だ
よ
。
自

分
の
会
社
が
も
う
け
て
税
金
払
え
ば
、
社

会
に
還
元
で
き
る
。

保
坂　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
ね
。

水
島　

今
ま
で
の
法
人
会
か
ら
脱
皮
す
る

時
期
で
し
ょ
う
。
そ
れ
が
社
会
貢
献
へ
向

か
っ
て
い
く
。

　

公
益
法
人
と
な
る
団
体
は
、
社
会
的
に

す
ば
ら
し
い
こ
と
を
や
り
、
社
会
的
に
認

め
ら
れ
た
団
体
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
も
の
で
す
。
だ
か
ら
法
人
会
は
す
ご
く

責
任
が
重
た
い
。

　

何
も
一
般
の
子
ど
も
や
老
人
な
ど
に
助

け
を
出
さ
な
く
て
も
、
僕
は
い
い
よ
う
な

気
が
す
る
。
荻
窪
法
人
会
で
活
躍
し
て
る

こ
と
に
よ
っ
て
社
会
貢
献
な
ん
だ
よ
と
い

う
形
を
取
っ
て
い
け
れ
ば
最
高
だ
な
と
思

っ
て
ま
す
。

保
坂　

最
初
公
益
法
人
だ
な
ん
で
別
に
な

ら
な
く
て
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
、
ほ
と
ん

ど
そ
う
い
う
感
覚
。
た
だ
皆
さ
ん
が
騒
い

で
、
と
い
う
の
も
お
か
し
い
け
ど
、
公
益
、

公
益
だ
っ
て
い
う
か
ら
。

小
竹　

法
人
会
の
目
的
は
、
法
人
税
を
正

し
く
納
付
し
ま
し
ょ
う
。
納
付
す
る
に
は

ま
ず
は
自
分
の
会
社
の
業
績
を
上
げ
ま
し

ょ
う
。
納
税
は
国
民
の
最
大
の
義
務
で
あ

り
、
国
益
に
貢
献
で
き
ま
す
。
ま
た
、
良

き
伝
統
と
実
績
、
組
織
力
の
あ
る
団
体
な

の
だ
か
ら
、
地
域
社
会
に
対
し
て
も
貢
献

も
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
本

来
の
目
的
が
、
ま
さ
に
国
益
、
公
益
で
す

の
で
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
公
益
法
人
に

な
っ
て
し
か
る
べ
き
団
体
が
法
人
会
だ
と

私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

水
島　

そ
れ
が
表
に
出
て
き
た
方
が
い
い

よ
う
な
気
が
、
僕
は
し
ま
す
。

鹿
野　

目
的
と
し
て
、
税
意
識
の
普
及
と

納
税
意
識
の
高
揚
と
い
う
の
が
あ
る
。
次

に
地
域
企
業
の
健
全
な
発
展
と
い
う
の
が

あ
っ
て
、
3
番
目
に
地
域
社
会
へ
の
貢
献

と
い
う
の
が
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
は
あ
る
程
度
地
域
に
対
し
て
ア
ピ

ー
ル
を
し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。

小
竹　

そ
れ
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
法
人

会
っ
て
な
ん
な
の
？
と
い
う
意
味
で
は
、

こ
れ
だ
け
良
い
活
動
を
し
て
い
な
が
ら
、

一
般
の
人
に
対
す
る
P
R
活
動
が
弱
い
。

公
益
社
団
と
い
う
看
板
は
今
後
の
P
R
の

大
き
な
材
料
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

宇
田
川　

50
％
切
る
と
な
れ
な
い
っ
て
い

う
話
と
か
あ
り
ま
し
た
よ
ね
、
一
時
期
。

保
坂　

や
は
り
予
算
と
事
業
比
率
で
し
ょ

う
、
一
番
大
き
い
の
は
。
会
員
の
組
織
率

で
は
な
く
、
事
業
の
公
益
性
の
比
率
と
、

予
算
の
比
率
と
、
会
の
資
産
状
況
が
適
正

に
な
っ
て
る
か
、
そ
の
3
つ
が
一
番
ポ
イ
ン

ト
で
会
員
組
織
率
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。

宇
田
川　

話
が
戻
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
メ

デ
ィ
ア
の
力
と
い
う
と
す
ご
い
な
と
思
い

ま
す
。
杉
並
、
荻
窪
の
特
集
で
あ
れ
ば
、

観
光
や
ア
ニ
メ
な
ど
、
そ
れ
は
1
つ
の
切

り
口
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
当
然
先
ほ
ど

い
わ
れ
た
よ
う
な
、
高
齢
者
や
地
域
の
問

題
な
ど
が
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
い
ろ

い
ろ
な
切
り
口
で
を
考
え
た
ら
い
い
の
か

な
と
思
い
ま
す
。

鹿
野　

そ
う
で
す
ね
、
ぜ
ひ
具
体
的
に
何

か
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
メ
デ
ィ

ア
が
取
り
上
げ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

小
竹　

荻
窪
音
楽
祭
は
、
宇
田
川
さ
ん

と
水
島
さ
ん
が
中
心
と
な
り
と
地
元
の

経
営
者
た
ち
で
立
ち
上
げ
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
現
在
ま
で
続
い
て
き
て
い
る
わ
け
で

す
。
杉
並
公
会
堂
、
日
本
フ
ィ
ル
、
こ
れ

ら
を
も
っ
と
全
国
に
発
信
し
、
あ
る
い
は

世
界
に
発
信
で
き
る
音
楽
祭
に
し
た
い

と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
。
今
の
法
人
会

の
話
と
は
少
し
離
れ
ま
す
が
、
杉
並
区

の
経
済
団
体
が
一
緒
に
な
っ
て
街
の
P
R

の
為
に
応
援
す
べ
き
仕
事
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
す
。
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このコーナーは、話題になっている税の話や、法改正の話などをわかりやすく解説していきます。こんな話題を解説して欲しいなどご要望
があればリクエストをお待ちしています。法人会事務局までご連絡ください。

小 林 誉 光  税制 副 委員長

今話題の平成 25 年度税制改正（その1）

法人会では、会員の皆様の声を税制に反映すべく、活動をおこなっています。

小林誉光 税制副委員長

〔1〕平成24年度の大きな改正から
～消費税率の引き上げ～

平成24年8月10日、「消費税増税を柱とする社会保障・税一体改革関連法案」が成立しました。これによ

り、消費税の税率が現在の5％（ 消費税1％＋地方消費税4％）から、二段階で引き上げをおこない、

最終的に10％（ 消費税7.8％ +地方消費税2.2％）になります。

まず来年の4月から、消費税は8％（ 消費税6.3％＋地方消費税1.7％）になる予定です。

【改正後】 26年 4月以後　消費税6.3％＋地方消費税1.7％＝8％

 27年10月以後　消費税7.8％ +地方消費税2.2％＝10％

〔2〕平成25年度改正（個人所得課税について）

今回の改正では、「所得税の最高税率の見直し（ 平成27年〜）」というものに目がいきがちですが、見

直しの対象となるのは「課税所得4,000万円以上の部分」です。この対象者は全国で推計5万人です

ので、この改正により適用税率に影響がある方は少ないのではないかと思われます。

むしろ、過年度の税制改正において、「給与所得控除の見直し（給与収入1500万円超は一律245万円）」

となったことや、「復興特別所得税の導入」により、今年から所得税の負担増になる方のほうが圧倒的

に多いのではないかと思われます。

平成25年度の改正内容（ 個人所得税 ）は、
主なものは次の通りです。

（1）所得税の最高税率の見直し

現行の所得税の税率構造に加えて、課税所得4,000万円超について「45％の税率」を創設 （ 平成27

年分の所得税から適用）

（2）住宅ローン減税を拡充

①平成26年1月1日から平成29年末まで4年間延長し、その期間のうち平成26年4月1日から平成29

年末までに認定住宅（ 長期優良住宅・低炭素住宅）を取得した場合の最大控除額を500万円に、そ

れ以外の住宅を取得した場合には400万円にそれぞれ拡充

②自己資金で認定住宅を取得した場合及び省エネ等の一定の住宅リフォームを行った場合の所得税の

住宅投資減税について拡充

③個人住民税における住宅ローン控除について、平成26年4月1日から平成29年末までの間、控除限

度額を拡充

（3）金融・証券税制

①10年間、500万円の非課税投資を可能とする日本版 ISA（ 非課税口座内の少額上場株式等に係る

配当所得及び譲渡所得等の非課税措置 ）の創設（ 平成26年1月から）

＊ISAとはIndividual Savings Accountの頭文字をとったもので、「個人貯蓄口座」という意味です。

②金融所得課税の一体化の拡充（ 公社債等の利子及び譲渡損失並びに上場株式等に係る所得等の金

融商品間の損益通算範囲の拡大等）

また上記〔1〕の「消費税率がアップする平成26年（ 来年）のタイミング」にあわせて、「住宅ローン減

税の最大控除額を増加させる措置」がとられています。住宅の購入を予定している方は、「消費税の税

率アップ」だけにとらわれずに、総合的に判断して購入物件や購入時期を検討するべきだと思われます。

金融証券税制について、株式投資を促進する新たな措置が導入されます。

今回から平成25年度税制改正を解説するのですが、その前に昨年の8月に成立した
「消費税率の段階的な引き上げ法案」についても触れさせていただきます。

第 31 回



杉並都税事務所からのお知らせ
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税務コーナー

平成25年度
税務職員採用試験のお知らせ

人事院では、下記のとおり「平成 25 年度税務職員採用試験 」を行います。
興味のある方は、税務署までお気軽にお問い合わせください。

●受験資格
①	平成25年４月１日において高等学校又は中等教育学校を卒業した日の翌日か
ら起算して３年を経過していない者及び平成26年３月までに高等学校又は中
等教育学校を卒業する見込みの者

②	人事院が①に掲げる者に準ずると認める者

●申込書交付期間
平成25年5月13日（月）～7月3日（水）（土・日曜日は除く。）

●申込書受付期間
①	インターネット
	 平成25年6月24日（月）～7月3日（水）
②	郵送又は持参
	 平成25年6月24日（月）～6月28日（金）
	 ※できるだけ、インターネットで申込みをしてください。

●試験日
①	第1次試験　平成25年9月8日（日）
②	第2次試験　平成25年10月17日（木）～10月25日（金）のうち、指定する日

詳細については、
お気軽に荻窪税務署・総務課（TEL　03 - 3392 -1111　内線212）までお尋ねください。

東京都では、現在、法人事業税・地方法人特別税・法人都民税、23区内の事業所税、
23区内の固定資産税（償却資産）について、eLTAX（地方税ポータルシステム）を利用し
た電子申告等の受付を行っています。
　東京都で現在利用できる手続は下表のとおりです。

【　　　　　ホームページ】	 ht tp : //www.e l t ax . jp/

【　　　　　ヘルプデスク】	0570-081459（PHS・IP電話をご利用の場合：045-759-3931）
	 	月～金	午前8時30分～午後9時
	 （土・日・祝祭日、年末年始12/29 ～1/3は除く）

＜申告内容や審査・納税についてのお問い合わせ＞
【電子申告、電子申請・届出】　所管都税事務所の各税目担当係
【電子納税】　所管都税事務所の徴収管理係

エルタックス 検索

eLTAXイメージキャラクター
エルレンジャー

利用手続についてのお問い合わせ

―  都 税についてのお 知らせ  ―

便利な電子申告・電子納税等をご利用ください！

法人事業税・地方法人特別税・法人都民税 事業所税（23区内） 固定資産税（償却資産）（23区内）

電子申告
○ 予定申告
○ 確定申告
○ 清算確定申告

○ 中間申告
○ 均等割申告
○ 修正申告　　など

○ 納付申告　○ 修正申告
○ 免税点以下申告
○ 事業所用家屋貸付等申告

○ 償却資産申告

電子申請・
届出

○ 法人設立・設置届出　○ 異動届出
○ 中小企業者向け省エネ促進税制による減免申請
○ 申告書の提出期限の延長の処分等の
　届出書・承認申請書
○ 法人税に係る連結納税の承認等の届出　など

○ 事業所等新設・廃止
○ 事業所税減免申請
○ みなし共同事業に関する明細

─

電子納税
○ 本税の納付　○ 延滞金の納付
○ 加算金の納付　○ 見込納付

○ 本税の納付
○ 延滞金の納付
○ 加算金の納付

─

税目
手続
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今期最後の荻窪法人会理事会をホテル三日月で開催

平成25年3月8日（金）荻窪法人会は今期最後の理事会をホテル三日月で行いました。
4月から公益社団法人になることへの慰労を兼ねての一泊の理事会です。理事会は公益社
団法人の第1回通常総会の開催日等内容の説明と次期委員会のブロック推薦委員の人数
の確認、ブロック、支部、部会役員の名簿提出、その他委員会及びブロック、支部への
24年度の事業報告と25年度の事業計画と予算案の依頼、会員増強運動の現況報告が
行われました。その後、出席者を4グループに分け「公益化に伴う法人会の活性化について」
と題してグループ会議が行われました。討論終了後各グループを代表して討論内容の発表
がありました。参加者29名

【部会とは】ある同じ目的を持った会員の集まりで
す。源泉部会：経理職員の源泉税を中心とした研
修会などを行う。青年部会：若手の経営者が集まり、
研修会や勉強会を行い、悩みを話し合えるような仲
間作りの場ともなっている。女性部会：女性経営者
同士の交流や社会貢献活動を行います。

【委員会について】法人会での委員会の役割は、会員活動の
年間のスケジュールを含め指針を示すことにあります。納税
制度の普及発展と良き経営者を目指す活動や地域社会貢献を
遂行するための具体的な企画と具現化のための道筋を考え、
その案件をブロック、支部で実行します。委員会の活動が活
発であればブロック支部の活動も充実したものになります。

【研修会について】荻窪法人会は秋と
春に研修会を行っています。荻窪法人
会は荻窪税務署管内を5つのブロック
に地域割りをしています。春は各ブロッ
クが独自のテーマで企画開催し、会員
同士のよい交流の場となっています。

あいさつする小竹会長

委員会・部会からの報告

厚 生 事 業 委 員 会 KO S E I J I G Y O

日帰りバス研修会 │ 厚生事業委員　白石弘典 │

今話題の『東京スカイツリー』

平成25年3月7日（木）、今年度最後の日帰りバス研修会が行われ、岸岡委員長はじめ
総勢90名の方に参加頂きました。今回の目的地が今話題の『東京スカイツリー』ということ
もあり、皆様へのご案内当日に募集の90名が満席となり、参加をいただけなかった皆様に
は誠に申し訳ございません。最初の目的地『東京スカイツリー』では、朝一の入場ということ
もあり地上340m 〜 350mにある展望デッキ。さらに地上445m 〜 450mにある展望回
廊まで、スムーズに上がることができました。天気が良く、富士山の姿を期待しましたが春の
陽気と黄砂などの影響で靄がかかり、残念ながら富士山の姿を拝むことは出来ませんでした。
ただ、世界一の高さから眺める東京の街並みは、圧巻で日ごろの喧騒から解放され、心が癒
されているようでした。ガイドの方のお話では真冬の乾燥した晴れた日には、雪化粧をした富
士山を眺めることが出来るとのことなので、『東京スカイツリー』へ行かれる方は、この時期に
足を運んでみてはいかがでしょうか。『東京スカイツリー』では3時間の自由時間を設け、隣接
する『東京ソラマチ』などの散策も楽しんで頂きました。続いて昼食は、スカイツリーが見える『ホ
テルイースト21東京』。今回は、人数の関係もあり食事をしながらスカイツリーを眺めること
は出来ませんでしたが、食後に21階の展望フロアへ上がり、正面にスカイツリーを眺めてい
ただけました。最後の目的地は、上野の国立西洋美術館。こちらは、フランス政府から寄贈
返還された松方コレクションを基礎に西洋美術に関する作品を広く公衆の観覧に供する機関
として　昭和34年に発足。今回伺ったときには、14世紀〜 20世紀の絵画、「考える人」の
彫刻で有名な、近代彫刻の祖と称されるロダンの彫刻が展示されていました。また特別展で
は、ルネサンスを代表する画家・ラファエロ展が開催されていました。作品の貴重さゆえ展覧
会の開催はヨーロッパでも極めて難しいとされ、今回はヨーロッパ以外では初となる大規模な
ものです。つぎにいつ鑑賞できるか不明なため、貴重な時間を過ごすことができました。今
回のバス研修会は、都内の話題スポットを巡りましたが、ご参加いただいた皆様がご満足い
ただけた様子で主催者といたしましても素晴らしい研修会だったと思っております。

厚生事業委員会では、会員の皆様の福利厚生として様 な々事業を行っております。来年度も皆様の
福利厚生にお役に立てる事業を行ってまいりますので奮ってご参加くださいますようお願いいたします。

厚 生 事 業 委 員 会 KO S E I J I G Y O

第26回 異業種交流会 │ 厚生事業委員　大野木 潤 │

新しいシステムでの交流会

平成25年2月6日（水）荻窪タウンセブン8階ホールに
おいて、恒例の「異業種交流会」が開催されました。今回
は新しいシステムでの交流会でした。委員会において、「自
社の紹介と扱い商品の説明」発表のみでは、効果が少な
いのではないか、発表される方々の商品の中で、求めたい
物があれば、その機会に相談する又は検討すると云う方々
の参加を求めても良いのではないか、との意見がありまし
た。今回よりその趣旨によって、案内状の申し込み欄に「説
明を聞きたいので参加します」の項目を入れました。その
結果、当日参加された方は62名あり、その中で「話のみ
聞きたい人」の参加は21名おられました。ご参加頂いた方々
には6つのグループに分かれての交流会方式で先ず、ブロ
ック区分を離れ個々に席が設けてあり、グループ単位での
自社・自己紹介と話し合いで1時間、その後自社・商品の
PRを希望された方々には田辺副委員長の司会により、演
題に立って先に配布されたパンフレットに基づき、取り扱
いの商品の説明をされました。この時間帯は約1時間20
分でした。少時休憩の後、懇親会に入り皆さんそれぞれに、
お話のあったPR商品の問い合わせ、会社間の情報交換
などに有意義な時間を取っておられました。荻窪法人会は
今後「公益社団法人」となり、会員の流通も増加していく
折り、新しいシステムでの異業種交流会に益々注目される
ことを期待します。そうして新会員はもとより、未だご出席
のない方々にも、次回の「異業種交流会」に参加されるこ
とをお勧め致します。

スカイツリーで集合写真 左）あいさつする岸岡委員長　右）交流会の様子

日頃は法人会活動に格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。さて、現在、当法人会活動の大きな目標のひ
とつにe-Tax普及推進がございます。当法人会では平成24年度までに会員企業の50％利用を掲げております。この目標
を達成するためには会員皆様方の多大なご理解と同時に税理士先生方のご協力が必要不可欠と考えております。そこで
当委員会では、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施いたしました。
質問内容は「顧客よりe-Tax代理申告・送信利用の依頼が来た時に、依頼通り行なって頂けるか？」更に依頼を行なうと
ご回答いただいた先生方に「e-Tax推進税理士事務所として会報に掲載させていただいてもよろしいか？」との問いを発し
たところ73名の先生方より快く承諾をいただきました。このように税理士会においてもe-Tax普及推進に積極的に取り組
んでおられます。そこで会員企業の皆様にひとつお願いがございます。顧問の先生に「先生、うちの会社次の決算は電子
申告でお願いしますよ。」と一言おっしゃっていただけませんでしょうか？
顧客である会員企業様と実務を担当する税理士の先生方がタッグを組んで初めてe-Taxという行政の合理化が大きく進展
していくと思います。何卒皆様方の尚一層のご理解とご協力をお願い致します。

e-Tax普及推進委員長　矢澤規充

e-Tax利用向上を目指し、東京税理士会荻窪支部の先生方全員にアンケートを実施しました。
その結果多数の先生方から「e-Tax推進税理士事務所」として会報掲載に承諾をいただきました。

e-Tax推進税理士事務所について
e-Tax普及推進委員会

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

天沼 桑山　務 天沼1-2-3 3398-1316
黒川えり 天沼1-17-3 090-8479-0152
酒井幸三郎 天沼1-40-6 3392-5455
池上敬子 天沼1-41-6 5932-5128
岩倉永一 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392-0157
岩倉礼子 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392-0157
原田叔法 天沼3-2-2荻窪勧業ビル2階 3392-2170
篠原あずさ 天沼3-3-2 6794-7334
藤村　茂 天沼3-23-23カーミリア荻窪202 6231-1701

西荻南 尾﨑正俊 西荻南2-6-6エルフ西荻1階　 3332-7351
河野修兵 西荻南2-9-13 5336-6457
塩谷治道 西荻南2-19-10美光ビル203号 3331-1151
西村克彦 西荻南2-19-10美光ビル 3331-1151
小野寺昭市 西荻南2-23-8 3333-4868
大槻一弘 西荻南3-7-10シオンハイツ405 6795-8420
松田正博 西荻南3-14-11和興ビル3階 5346-1181

久我山 小松原英二 久我山5-7-8 3333-9805
杉本洋子 久我山5-8-23 5370-8518

宮前 石原恵子 宮前1-16-23杉並宮前ロイアルハイツ304号 3334-1305
小松原英雄 宮前5-7-19 3331-3266
稲澤　聡 宮前5-10-5 3247-7194

南荻窪 加藤悦子 南荻窪3-27-5 3247-7300
荻窪 森脇雅子 荻窪2-20-7-504 5397-8026

永井敏雄 荻窪2-27-11 5397-6115
日高進也 荻窪3-45-3 3392-6731
早乙女和子 荻窪4-20-9-402号 3391-7626
伊藤佳江 荻窪4-21-4荻窪ローヤルコーポ104号 3394-1123
千葉繁樹 荻窪4-32-3AKオギクボビル401 050-5527-4372
大久保豊 荻窪5-13-6丸新マンション306号室 3398-8812
三好秀胤 荻窪5-14-4武蔵野マンション502 3393-2671
中村喜一 荻窪5-17-11荻窪スカイレジテル216 5347-9930
大島康司 荻窪5-21-16-1204 3392-6553
上角　孝 荻窪5-25-12-204 3392-6595
岩崎智香子 荻窪5-30-12グローリアビル1101号 3392-1198
税理士法人茂
木会計事務所

荻窪5-25-6 3393-0211

地 域 氏 名 住 所 事務所連絡先

井草 山岡朋枝 井草2-35-12-2-409号グランドメゾン杉並シーズン 5310-3228
上井草 久保木浩志 上井草2-25-7上井草グリーンハイツ3-205 5303-4823

田崎　浩 上井草3-21-16 3399-7733
下井草 近藤健一 下井草1-5-17 3390-9437

山田　純 下井草2-8-22第2榎本マンション305 3399-5670
山田真治 下井草3-8-23三英ビル303 090-1816-2435
稲村仁了 下井草3-29-10佐藤ビル302号 5382-2711
藍野和男 下井草4-1-6 3397-5118
田鍋裕子 下井草4-30-18 スコーグ203 6915-0397
鈴木百香 下井草4-32-9 3399-1555
田子周一 下井草4-33-12田子珠三事務所内 3395-3355

今川 中村良三 今川3-8-4 3399-3976
中村行雄 今川3-8-4 3399-3976

西荻北 馬場義男 西荻北2-3-9コメットビル5階 3394-5922
殿塚明夫 西荻北2-5-20-201 5382-5229
鈴木吉郎 西荻北2-6-6YS西荻3F 3301-5101
丸山文雄 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397-2770
福田都介 西荻北2-11-4エクセリア西荻201号 3397-2770
荒谷美佳 西荻北2-11-12ユートピア一番館202号室 5303-5781
山本哲郎 西荻北2-12-2西島ビル201 5303-6371
村林秀則 西荻北3-11-3サンコ-ト西荻窪115号室 6423-0566
東原　功 西荻北3-14-18ラーバンプラザ401 5936-0055
廣瀬一俊 西荻北3-20-12グラツィオーソ西荻窪B1 3399-0180
濱　正昭 西荻北3-32-11 3395-4121

上荻 丸山良尚 上荻1-5-2コロナビル6階 3391-6309
吉原敬三 上荻1-11-3アベイユ神秋602号 3391-2881
大矢勝昭 上荻1-16-3森谷ビル4階 3391-5588
小林誉光 上荻1-17-10シンフォニーアンダンテ602 3391-1044
穂坂正積 上荻1-18-14-206 3393-7571
山室文雄 上荻1-19-9朝日荻窪マンション603号 3392-9462
本橋喜久雄 上荻1-21-23 3392-5555
小島麻里 上荻1-23-19小嶋東神ビル4F 6913-0520
小澄事務所 上荻2-19-18　2階 5347-2066
和田　実 上荻4-19-22-603 3395-1131
岡田　茂 上荻4-23-9 3395-3111

本天沼 小野寺誠 本天沼2-41-8 5303-1680
清水 山本敦子 清水1-7-2ネイバリングハウス荻窪303 5397-6492

小口元一 清水2-11-10 3394-8391

東京税理士会荻窪支部　e-Tax推進税理士事務所（敬称略） 平成 25 年 3 月 26 日現在
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女 性 部 会 J O S E I

新年会 │ 女性部会副部会長　織茂育代 │

初めての催し物として花太鼓（和太鼓）の演奏

明の春、1月24日荻窪法人会女性部会の新年会が東信閣に於いて行われま
した。当日は荻窪法人会、小竹会長、保坂副会長のご来賓2名と女性部会員
27名の出席で開催されました。新年会の開催にあたり、野田部会長から新年
のごあいさつをいただきました。そして、小竹会長より年頭のごあいさつと共に
公益社団法人の詳しい説明がありました。続きまして、保坂副会長による「法人
会と私パートⅡ」と題し、女性部会恒例の新年の講話を受けました。第2部は懇
親会です。今年は初めての催し物として、女性部会のメンバーでいらっしゃる大
和田信子様のご紹介で花太鼓（和太鼓）の演奏がありました。花太鼓の皆様は、
真っ赤なお揃いの半纏に身をつつみ呼吸を一つに桴を合わせていらっしゃいまし
た。年明けにふさわしい粋で迫力のある演奏でした。花太鼓の皆様は、杉並を
中心に地域のお祭りや商店街のイベント、幼稚園、老人ホームなどでボランテ
ィア活動も行っています。はなやかな花太鼓の演奏のあとは楽しいビンゴ大会で
す。商品は、お酒やウイスキー、あじの干物、乾燥芽、スウィーツの詰合せなど
バラエティー豊かなものばかりで大変盛り上がりました。続きましてはカラオケで
す。皆様ご自慢の喉をご披露していらっしゃいました。女性部会の新年会は毎
年時間が足りないほど楽しく、有意義な一時を過ごすことが出来ました。

社団法人 荻窪法人会会長　小竹良夫

この度、社団法人荻窪法人会は、東京都から公益社団法人の認定を受ける運

びになりました。

当会は創立 62 年、社団化して40 年、改めてその活動の公益性を認められたこ

とになり、我々役員・会員にとりましては大変に誇らしい慶事であります。

今後は、今までの荻窪法人会の伝統と実績を基に、公益社団法人の名称に相

応しい事業活動、組織の強化に務めるとともに、地域社会に認知される団体を目

指してまいります。

長年にわたりご指導を頂いております、荻窪税務署と税務当局の皆様には心か

ら御礼を申しあげ、今後とも変わらぬご支援をお願い申し上げます。結びに今日

まで当会を築いてこられた先輩諸氏にも感謝申し上げ挨拶とさせていただきます。

平成 25 年 3 月吉日

公益社団法人の認定によせて

平成 25年 4月1日より
「公益社団法人 荻窪法人会」となります

社団法人荻窪法人会では、公益法人制度の改革にともない平成24年11月12日に東京都に対し公益認定申請を行い、平成25年3月25日
に一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等
に関する法律（平成18年法律第50号）第44条の規定に基づき、公益社団法人として認定されました。

荻窪税務署長　小幡𠮷昭

荻窪法人会の皆様、公益社団法人の認定を受けられたこと、誠におめでとうございます。

荻窪法人会は、昭和 24 年 9 月に荻窪税務 署が杉並税務 署から分割された折に、翌年昭和 25 年 4 月に

創立され、さらに昭和 48 年に社団法人として設立されました。

創立以来「良き経営者をめざす団体 」として、「納税意識の高揚 」と「正しい税知識の普及 」「地域社会へ

の貢献 」という事業目的のもと、様々な事業活動を実施されてこられました。

荻窪税務署としましては、荻窪法人会がその活動を通じて税務行政の円滑な運営に大変寄与していただ

きましたことに、改めまして感謝を申し上げる次第でございます。

本年 4 月からの公益社団法人荻窪 法人会の公益目的事 業の中には、これまでの事 業と同様に「税 知 識

の普及と納税意識の高揚並びに税の提言に関する事業 」が掲げられており、私ども荻窪税務 署としまして

は、誠に心強く感じているところであり、引き続き活発な活動を行なっていただくことをご期待申し上げて

おります。

さて、昨年末の政権交代以後、一部で景気回復の兆しがあるようなことも耳にしますが、私ども歳入官

庁としては、税収の確保という観点からも企業の業績が良くなることは大変喜ばしいことでございます。

今後の公益社団法人荻窪法人会の益々のご発展と会員企業の皆様方のご事業のご繁栄を心より祈 念申

し上げまして、ご挨拶とさせていただきます。

公益社団法人の認定を受けられたことによせて

青 年 部 会 S E I N E N

新年会　│ 青年部会 安村充雄 │

2013年 新年賀詞交歓会

1月31日（木）ホテルローズガーデン新宿におきまして「2013年 新年
賀詞交歓会」を開催させて頂きました。小笠原部会長の新年挨拶に続
き、親会の小竹会長よりご祝辞、志村副会長より乾杯のご発声を賜り
和やかに祝宴が進行されました。総勢38名という多くの部会員の方々
にご出席頂き、和やかな雰囲気の中、豪華商品が用意された恒例の日
本記者クラブの経済クイズ等で盛り上がりました。また、新入会員（2名）
と入会予定者（1名）からもご挨拶を頂き、盛況にて終えることが出来ま
した。経済状況の好転が期待される本年でございますが、小竹会長の
ご祝辞にもありましたように部会員それぞれが失敗を恐れず、勇気をも
って社業に取り組むという事を確認し、会員同士の友情とそれぞれの本
年の飛躍・そして青年部会の発展を誓い合うことの出来た有意義な時
間となりました。

青 年 部 会 S E I N E N

租税教室　│ 青年部会 町田 茂 │

杉並区立天沼小学校にて

平成25年2月27日（水）、杉並区立天沼小学校にて、6年
生 2クラス合同で租税教室が行われました。都税事務所からは
4名、荻窪法人会青年部会からは2名が参加しました。今回の
講師は都税事務所の皆様で、税金にまつわる問題をクイズ形式
に次 と々出題し、税金が子供たちにも身近なものであることをわ
かりやすく解説をしておりました。「学校のプールを作るのにいく
ら掛かるでしょう?」「みんなが学校に通うのに税金がひとりいく
ら使われているか知っていますか?」など普通では聞けない話に子
供たちは興味津々でした。その後は税金にまつわるビデオ鑑賞
を行い、極めつけはジュラルミンケース入りの擬似1億円でござ
いました。子供たちは目を輝かせ、1億円の重さを一人一人が実
感しておりました。最後は講師の方に小学生らしい質問などが
次々に飛び交い和気藹 と々した中、租税教室が終了しました。

青 年 部 会 S E I N E N

2月例会　│ 青年部会 臼田和浩 │

東京消防庁本所防災館＆東京スカイツリー見学会

24年度最後の例会は、『東京消防庁本所防災館＆東京スカイツ
リー見学会』を行いました。東日本大震災から2年となりますが、あ
の日の出来事を忘れず、皆様の防災意識を高めて頂きたく、防災体
験ツアーを開催致しました。内容は、火災時の避難の仕方・震度7
を想定した地震体験・消火器を使用しての消化活動・AEDを使用し
ての応急手当を行いました。参加者も真剣に取組み「いざ」という時、
大変役立つ事を学んだと思います。次に場所をスカイツリーに移し、
地上から350ｍ又は450ｍからの眺望を各々楽しみました。幸い
天気も良く遥か遠くまで見渡せる東京の街は、格別なものでした。

約半日の見学会も終了し、駒形どぜうにて懇談会を行いました。
普段あまり口にする事は無いどぜうですが、大変美味しく、下町の味
を堪能しながら皆で今年度の活動を振返りました。

参加者で記念撮影

交付された認定書

教室の様子 新年会の様子

応急手当訓練の様子 参加者で記念撮影 スカイツリー

委員会・部会からの報告


